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本報告書は、今帰仁村字古宇利における「古

宇利屋我地線道路造成事業」に伴って実施され

た、埋蔵文化財の記録保存を目的とした緊急発

掘調査の成果を収録したものであります。

発掘調査は平成１４．１５年度に行い、その後

平成16年度に資料整理を実施しました。今回

調査の行われた一帯は古宇利港近くの集落中心

部にあって、これまでに道路改修工事や港湾整

備等により現況は改変されておりましたが、そ

れでも多くの成果を得ることができました。特

に今帰仁村における縄文時代後期並行期（およ

そ3500年前)の様相の一端をつかめたことは大

きな成果であります。また、今回出土した多く

の文化財は、我々の祖先達の生活や文化環境を

知る上で貴重な歴史資料であります。

本書が多くの方々に有効に活用されることを

希望するとともに、文化財愛護思想の高揚、諸

開発における保存協議の円滑な推進に寄与する

ことを期待します。

おわりに、本調査にあたり調査指導、報告書

作成等で協力をいただいた先生方、また調査に

参加協力くださった古宇利島の方々に記して御

礼を申し上げます。

2005年３月

今帰仁村教育委員会

社会教育課長諸喜田展生
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1．本書は平成14年度及び平成１５年度に今帰仁村教育委員会が古宇利大橋橋梁整備事業に

伴って発掘調査を実施した「古宇利原Ａ遺跡」の発掘調査報告書である。

2．本書に収録した遺跡は、沖縄県今帰仁村字古宇利１，２，１－１番地ほかに所在する。

3．発掘調査及び整理作業にあたり次の方々から指導・助言をいただいた。

平成１４年度

金武正紀（那覇市教育委員会）藤田宏（広島県立安芸府中高校教諭）

中村誠司（名桜大学）

平成15年度

木下尚子（熊本大学）西本豊弘（国立歴史民俗博物館）

坪井洋平（国立歴史民俗博物館）

平成１６年度

木下尚子（熊本大学）黒住耐二（千葉県立中央博物館）

名島弥生（慶雁義塾大学博士課程）高宮広士（札幌大学）

赤嶺信哉（名護市教育委員会嘱託）

４．本書掲載の現場における遺構実測図、現場の撮影については宮城弘樹・玉城靖・仲里

なぎさ・与那嶺俊が行った。

5．調査の記録及び出土遺物の保管は、今帰仁村教育委員会で行う。

6．本書の作成・執筆・編集は宮城・玉城が行った。

例



目次

第Ｉ章 古宇利原Ａ遺跡の概要

ｌ古宇利原Ａ遺跡の位置と環境・・……･…･………………………………･･…２～３

２古宇利原Ａ遺跡の歴史概観……………･………･………･……･…･……･…４～７

３古宇利原Ａ遺跡周辺の民俗祭祁空間…･…･…･…･･…………･･･……･…………８

第Ⅱ章調査の概要

１調査経過

２調査組織

３調査地区

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

10～12

13～１４

１５～１６

第Ⅲ章層序………………………･……………………………．．……･…．．…………１８～2１

第Ⅳ章遺構

１先史時代の遺構・………………………………………………･…………･………２４

２グスク時代以降の遺構……･………………．．…．．…．．…………………･…・２４～3４

第Ｖ章人工遺物

１先史時代の遺物…･…･……･…･……………………･……………･…………

２グスク時代以降の遺物………………………………･……･…･…･…･…･…

３６～51

52～7６

第Ⅵ章おわりに…………･………………………………………･…･…………………７８～7９

参考文献…･…･…･…………･………………．．……………･…………………………・・８０

写真図版………………………………･…･……．．……………………………････……･…８３～113



、

園
今帰仁村内と屋我地島の主な縄文時代遺跡……３

今帰仁村字古宇利の人口………･…….….…５

古宇利島の歴史略年表…………･･…･………７

出土土器観察表（１）………………………３８

出土土器観察表（２）………．｡……………･３９

出土石器観察表･･……･･･…･…………………４５

第２次古宇利原Ａ遺跡出土貝珠一覧………４８

出土陶磁器観察表(土器･カムイヤキ･白磁･青磁)…５３

出土陶磁器観察表（青花）・…･………･……５６

出土陶磁器観察表（褐紬陶器・タイ陶磁）……５８

出土陶磁器観察表（清朝磁器）…･…･…･…５９

出士陶磁観察表（本土産陶磁）……･…．．…６３

出土陶器観察表（沖縄産陶器)･…･………･６７

出土銭貨観察表………………･･･……………７１

円盤状製品・煙管観察表………･…･…･……７３

金属製品観察表………･………･･……………7４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｎ
ｕ
Ｅ
Ｂ
ｕ
Ｅ
肥

図表目次

沖縄本島位置図･…………･……………･……２

今帰仁村位置図……･･･…………．．……･……２

古宇利原Ａ遺跡位置図………………………３

古宇利原の民俗遺跡地名…．．……･…･…．．…８

調査地区…．．…･･･…･…………．．…………･…１６

セクション位置図…･…･……………･………２１

古宇利原Ａ遺跡セクシヨン図………･…･…･２１

第２次調査第１区遺構配置図…･…．．……２７

第２次調査第Ⅱ区遺構配置図……………２９

第３次調査第１区遺構配置図･･………･…３１

性格不詳の落ち込み遺構…･…･……･………３３

ＳＲ１〔石列遺構〕詳細図･………･…･……３４

シヤコガイ集積（ＳＳ８）遺構詳細図……３４

土器（１）．………………･……．．……･･……４０

土器(2)．………･…………･……･…．．……４１

土器(3)．…．．……･………………･･………４２

土器(4)．…………………………･…･……４３

石器(1)……．．……………･…･………．．…４６

石器(2)…･……………………･…･………４７

貝珠と素材巻貝断面図．．…．．……………･…･４９

貝製品・骨製品……………･…･……･………５０

土器・カムイヤキ・白磁・青磁……………５４

青磁．．…･…･……．｡……･……………．．………５５

青花･…･……･……．．…………･………………５７

褐紬陶器・タイ陶磁…………｡｡…･…………５８

清朝磁器(1)…･…･･･…………･…………･６０

清朝磁器(2)．…･…･…･……………･……･６１

本土産近世陶磁･……･･……･…･………･……６４

本土産近・現代陶磁……･………………．．…６５

沖縄産陶器（１）．…………………･…･……６８

沖縄産陶器(2)…･…．．……･…………･…･６９

沖縄産陶器(3)…･…･………………･……７０

銭貨………………………･･………･…･…･…･７２

円盤状製品・煙管……･………･…･…………７３

石器…･………………･………･………………７４

金属製品・骨製品………･･･…………………7５

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｎ
ｕ
ｕ
旧
腔
胆
陥
Ⅳ
旧
田
別
創
躯
認
型
妬
肥
刀
羽
羽
釦
別
詑
詔
糾
拓
弱

■罰賑■

１．空から見た古宇利島………………･…．．……8３

２．遺跡遠景（南から)……･……････…･………8４

３．遺跡近くで行われる祭祁(ウンジヤミ)･……･･8４

４．第２次調査第１区(前期)全景(西から）……８５

５．第３次調査第１区全景（西から）…･…･･8５

６．Ｅ－ｌ６東壁セクシヨン……………………8６

７．Ｈ－２５南壁セクシヨン……………………8６

８．Ｊ－３６西壁セクション………･･･…･…．．…8６

９．２次調査Ｉ区作業状況…･･･……･…･････……８７

１０．３次調査Ⅲ区作業状況………………･･…･…87

11．現場説明会…．．………･…………･･…･･･……･87

12．ＳＲ２下のピット･…………･…………･……88

13.石列遺構（ＳＲｌ）………････．．…･……．．……88

14．二枚貝廃棄遺構（ＳＳ４）……･･…･…………89

15．マガキガイ廃棄遺構（ＳＳ５）………………89

16．マガキガイ廃棄遺構（ＳＳ６）･…．．…･……･･89

17．マガキガイ廃棄（ＳＳ７）･……･……･………90

18．シヤコガイ集中遺構（ＳＳ８）………………90

19．シヤコガイ集中遺構下層のマガキガイ（SS8）…９０

２０．土器出土状況……………………．．………･…91

21．石斧出土状況…………．．…･…………………91

22．石器出土状況．．……………．｡………･…．．…･･91

23．石器出土状況･･･……………………．．……･…92

24．陶磁器出土状況…･…･………．．…･･･……．．…92

25．銭貨出土状況……･･………･……･……･……･9２

匪固田

１．古宇利原Ａ出土貝珠の直径と直径差･……･･4９



●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

記
〃
躯
別
別
釘
銘
記
乳
弱
弱
訂
認
羽
判
４
組
蛤
坐
妬
妬

土器(1)．…………………………………･･９３

土器(2)｡…………･…………………．．…･･９４

土器(3)．…………………………………･･９５

土器(4)…………………．．…･……………９６

石器(1)…･…･……………………………･９７

石器(2)．…………………･………･………９８

貝珠、貝・骨製品……･……．．………………９９

土器・カムィヤキ・白磁・青磁…………lOO

青磁………………･…………･…･………･･･lO1

青花………．．…･…………･…．．……………102

褐紬陶器、タイ陶磁．｡…･…………………103

清朝磁器(1)………．．…………･…………lO4

清朝磁器(2)………………………………105

本土産近世陶磁･……････……………･……１０６

本土産近・現代陶磁．．………………･……lO7

沖縄産陶器(1)………………･…．．………108

沖縄産陶器(2)………．．……･…･･･………109

沖縄産陶器(3)…･…･……･………………llO

銭貨……………………………･……．｡……１１１

円盤状製品・煙管・石器･……･……･……１１２

金属製品・骨製品･……･･･……………･…･ll3



聖！

第Ｉ章
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〃沖縄本店

｡｡‘・宮古島．、
石垣島

古宇利島は、沖縄本島北部の本部半島北東方向(Ｎ-36.,Ｅ－１２４｡）に位置する約3.1kｍ２

の円形の島で、行政区は今帰仁村に属する。対岸の運天まで1.5kｍ、一日五回往復する定期

連絡船で約１５分程の近距離にある。現在は橋梁で繋がった屋我地島までは約２ｋｍの距離に

ある。古宇利島の頂上からは、北に伊是名島、伊平屋島、西に伊江島、南から東にかけて本

部半島の連山及び国頭の山々、加えて塩屋湾が望め、眼下に屋我地島を見渡すことができる。

島は隆起珊瑚礁を基盤とし、概ね三段の海岸段丘面が認められる。海岸段丘は海食作用等

によって海岸付近に形成された平坦面が、海水準の低下や陸の隆起により離水し、海岸沿い

に平坦地として分布する地形である。同島中央部が古生代石灰岩からなり上位面（標高100

～75ｍ)、次いで中位面（65～35ｍ)、下位面（３０

～１０ｍ）に区分され、中位面の地質は古生代から

中生代の石灰岩で、下位面の地質は更新世（琉球）

石灰岩となり下位ほど新しい地質となる。いずれ

の縁も段丘崖となり自然植生を残しているので、

航空写真からもこの平坦面と段丘崖の連続を確認

することができる。島の最高所は約100ｍを測り、

標高70ｍ付近までは緩やかに傾斜しているが、そ

れ以後は急斜面で海岸に至る。従って海岸から島

の中央部に行くには坂が急である。海岸地形は北

東部から南側に小規模な砂丘が形成され、外周の

約70％は3～5ｍの隆起した岩場で囲まれている。

土壌は石灰岩風化の赤土（マージ）で島全体が覆

われ、その被覆は薄い。この為、島内での農作物

は限られており、サトウキビやサツマイモが基幹

作物となっている。

南側台地縁辺部には、今回調査した古宇利原Ａ

遺跡を含め古宇利原Ｂ遺跡、古宇利原Ｃ遺跡の３

遺跡が知られている。いずれも標高１０ｍ前後の

下位面（段丘）の遺跡である。同じく南側海岸に

面した中位面には中原遺跡がある。また、海を渡

れば、渡喜仁から上運天の台地縁辺部及び崖下に

渡喜仁浜原遺跡を代表とする遺跡が集中し、他方

屋我地島では大堂原貝塚などの遺跡がある。加え

て与那嶺の海岸一帯、伊是名島・具志川島などに

も同時代の遺跡が集中しており、沖縄の先史時代

を考える上でも重要な遺跡が多い地域の一つであ

る（第３図・第１表)。
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第１表今帰仁村内と屋我地島の主な縄文時代遺跡

第３図古宇利原Ａ遺跡付置図
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２古宇利原A遺跡の歴史概観

古宇利島の先史遺跡は現在のところ、古宇利原Ａ遺跡、古宇利原Ｂ遺跡、中原遺跡の３遺

跡が確認されている（上原ほか1983)。伝説によると古宇利島は、沖縄人類の発祥地である

という。また、サーザーウェー、海神祭の古い民俗行事を残している点が特徴的である。文

献上で確認される最初の記載は『海東諸国紀」「琉球国之図」に「郡志摩有人居」とあり、

同書成立期の１５世紀頃には文献上からも既に定住生活が認められるところである。この時

代の遺跡として古宇利グスクが想起されるが、残念ながら未調査であり遺物の採集などは認

められていない。但し、中森御嵩周辺地域の古宇利原Ａ遺跡、古宇利原Ｃ遺跡ではグスク時

代の遺物が採集されており、御嵩周辺に生活があったことが伺われる。

古宇利の表記を通史的に列記すると、下記の変遷をたどることがわかる。

『海東諸国紀」「琉球国之図」（1471年）郡志摩

『琉球渡海日々記』（1609年）こほり

『正保国絵図』（1645年）沖ノ郡島

『琉球国高究帳』（１７世紀中頃）沖ノ郡島

『琉球国由来記」（1713年）郡村

『琉球国旧記』（1731年）古宇理村

「乾隆二年帳」（1736年）古宇利村

「琉球一件帳」（1750年頃）古宇利村

「農事御取締帳」（1861年）古宇利村

※明治41年間切が村、村が字となる。

（現在）字古宇利

表記の古宇利は方言では「ブイ」あるいは「クイ」と呼ばれている。ブイやクイは「越え

た」の語意とみられ、フイジマ・クイジマは海を「越えた島」と訳される。また、人類発祥

伝説から恋（コイ・クイ）あるいは恋島の字をあてたりすることもある。近世琉球期今帰仁

間切の地頭代は、１８世紀頃までは湧川大屋子の名を賜っていた（『琉球国由来記』)。1750年

頃以後は古宇利親雲上を名乗り、地頭代の家は「フイヤー」の屋号が付けられたとされ、古

宇利島との関わりのが指摘される（仲原1998)。また、同島は古くから今帰仁間切に属し、

近世古宇利島が果たした役割の一つに、首里王府の役人などが伊是名へ向かう時、古宇利が

その手助けをする役目を担っていた。島の最高所である標高１０７ｍの地には遠見番所があり、

唐船や異国船などを見張る機能を有していた。『正保琉球国絵図」（1645年）には「今帰仁間

切之内沖ノ郡嶋異国船遠見番所」として記載され登場する。しかし、近世期の古宇利島

の人々の生活様子を確認できるような文献は乏しく詳細は不明である。少ない記録の一つに

1846年フランス艦船が運天港に入港、宣教師フオルカードによって以下のように古宇利島

の様子を記録している（フオルカード1993年)。

「提督のお供をして、現地の人が古宇利島と呼んでいるエルベール島に出かけた。これは

地図で確認すると、とても小さな島だ。島と同じ名前の村が一つあるだけだ。耕地もあるが

島の大部分は巨岩と、まるで原始林のように鯵そうと繁る森で覆い尽くされている。（中略）

－４－



耕された狭い盆地にさしかかると、一人で粟を刈り取っている少年に気がついた｡」

これらの記載から、①村が一つあること。②耕地は少なく自然植生の森が多いこと。③僅

かな耕地には、粟を栽培していたこと。などが確認できる。

先ず①について後年の古宇利の記録とともに概観する。集落の数に関してはフォルカード

が島内をくまなく調査したとの確証はないので不確定要素もあるが、現集落とし集住する中

森御獄周辺の現集落を見聞しての記載と考える。神アサギや地名などから仲原弘哲は「古宇

利のムラは２つ、あるいは３つのムラが統合していることになるが、’7世紀初頭の『琉球国

由来記』には神アサギは一軒しか記されていないことから、この時期には一つの行政ムラに

なっていた」（仲原1998）としている。第２表今帰仁村字古宇利の人口
１６世紀以前の村がはたしてどのよう

な形であったのかは不明であるが遺

跡として現時点で確認されるグスク

時代に相当するものは、前述したよう

古宇利原Ａ・Ｃ遺跡である。両遺跡は

隣接することから、古宇利原一帯はグ

スク時代からの系譜を引いた伝統的

な集落と考えられる。また人口動態

については近世まで遡って確認する

ことは困難であるので、ここでは参考

までに近代以降の人口推移を見る。

明治１３(1883)年の人口が539人､同

３６(1903)年は650人､昭和６（1931）

年には703人とピークを迎え、現在島

の世帯数は１５７戸、人口367人（平成

14年１０月現在)となっており、人口は

減少している（第２表)。特に一世帯

あたりの人口はピーク時が５人前後

となるのに対し、現在では３人を割っ

ており過疎化傾向を示している。

もう一点集落に触れて、古宇利には

上原、下原といわれる古宇利原以外の

集落が二つある。いずれも屋取集落

とされる。下原は古宇利の本村から

移住してきた松田家の系統と本部町

（大堂・謝花）から移住してきたと言

われる。上原は「士族百姓村」といわ

れるいわゆる首里士族の山原下りに

よって形成された集落で照屋家、久場、

外間家の入植が聞き取りによって確

認されている（新城・仲地1975年)。

年

明治１３年

明治３６年

昭和６年

昭和45年度

昭和46年度

昭和47年度

昭和48年度

昭和49年度
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昭和５１年度

昭和52年度
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次に、②について見ていきたい。整理された『沖縄県統計書』は古宇利島の土地利用を知

る上で重要である。その様子を同時代史料の地積図『古宇利村全図」とともに見ると、土地

利用について多くの情報を得ることができる。土地整理事業直後の土地反別表からは、租税

対象となった民有地は総計285.1町あり、田地は無く、畑地123.4町、宅地7.0町、山林4.0町、

原野153.5町となっている。島の面積から考えると、フオルカード神父の印象より耕地が増

えているように感じられる。

最後に③についてだが、先に触れた『沖縄県統計書」に見るよう古宇利島内には水田耕作

地は無く、その一方で畑が123.4町認められる。ほぼ同時代の村の生産物として米、麦、粟、

黍、砂糖、大豆、小豆、甘藷、藍、苧麻、海産物、牛、馬などが挙がっており、一部の穀物

類は古宇利からも生産されたと考えられる。

以上、古宇利島の概況について集落と土地利用、生産物の３つの視点から概観した。まと

めると、現在確認される先史遺跡からは縄文時代後期頃に移住してきた集団が認められるこ

と。この集団は概ね縄文晩期頃までは海岸を見通せる島の南側台地を中心に住居を構えたよ

うである。その後、島内には遺跡が確認されていないため不明である。あるいは島は無人と

なっていたのかもしれない。グスク時代になると、古宇利グスクの存在が知られるが、同地

には遺物の散布などに乏しく恒常的な生活を肯定する材料は少ない。いずれにせよ古宇利島

のグスクについては本格的な調査を待って検討するとして、集落遺跡として古宇利原Ａ遺跡

を中心とした地域が重要であったことが考えられる。グスク時代まで遡る古宇利原一帯での

生活は、その後近世琉球になっても途切れることなかったのだろう。近世期には古宇利が運

天港とともに琉球王府に認識された重要港湾施設の一翼を担ったことが「遠見番所」などの

存在からうかがい知ることができる。

その後、古宇利島での生活は島の環境下から様々な問題を抱えており、特に湧水地点も少

なく、河川も発達していなかったため水事情が悪かった。水問題を解決したのは戦後水道の

敷設を待たなければならない。本島よりケーブルが引かれたのは1974年（昭和49)、送電線

とともに送水管が整備されたことによって解決された。また、当該調査原因となった古宇利

大橋橋梁整備は、古宇利島と沖縄島を結ぶという島民の悲願であり整備によって利便性が改

善されることが予測される。その一方で開発によって文化財の滅失や毅損が思量され、豊か

な島の自然環境や文化遺産の保全が今後の課題となる。

－６－
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※『なきじん研究』Vol､81998年今帰仁村教育委員会、『今帰仁村史』1975年今帰仁村役場、『古宇利小中学校創立100周年

記念誌』1992年参照
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南側台地に細文時代並行期の世跡を残す。
TIT宇利原Ａ遺跡、古宇利腺:〕遺跡では伽111跡が椛偲される。

グスク,寺代の古宇利グスク。

『海東諸|･I《|紀』（琉球同之Ixl）に‐郡志麻，有人属』名して文献には諺めて登場，

TＩ

覗

r:E保|･I(|絵図』に：沖ノ郡島廻・、拾弐町．畷1刊船ｊ

P琉球国111来紀』に‐'|'獄郡坐火神郡村神アシヤゲ志などの拝所が記載。

『球陽』に；､hi･宇利色の大城は四幅の帆船、Ｉｉ】jlI・弔城蹴七幅の帆船を持っていた息として‘氾載
される。

『琉球脈i:|｣記Ｊにｉ､1if'ｆ雌．とある。

i･乾隆:ｚ鐸帳』に：.古宇利.：とある。

語のころ｢1,.字利島の：パル石ｉが設冊されたと思わｵ西る。

※i8枇紀【!:頃から今帰{．．:|川切の111嬢代は:Ir宇利親雲上を名乗る。

バジル･ホ･－ルの海lxlに古宇利島がハーバーッ島(Herberl'ｓis]an〔l)、小〈;11．）宇利の集落を

rVillageofCooc」とある。

『球|雌に「;凡:jj、口鰯:z利の洋而に異陸I船・隻が停油、′Ｗｉが杉板・隻に乗り上陸。牛・羊・謙
菜など表求め、それに応じる：とある。フプンス艦船運犬iF入港＆：､群末肝仏交流記フオルカー
:ﾐ帥父の琉球I|記・』（:i:公文床〉に古芋利烏〈ヱルベ･一ル品）の記録される。
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沖純ﾘI↓となる。
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１２月、、古宇利尋常/:、学校となる。

佼奔蒋成・学校蚊地変虹。

i;､:政の始まり。占'一i箸利村から:ｺ゙ 宇利となる。

校

|Ⅱ脳

現|；

高群科を|〃ri。，7宇利尋‘附向等学校となる［

'１場謹岸.：事を:!農ﾉiiiiする。

2600ｲ.豆紀念牧瑚を整備する。

rl:．掌利:．武民』学校と改称。

１０‘：０空興で校舎蝶蝶を受ﾔj･る。

i':純戦、＃!:織り,!『は峻滅状態。アメ:｣カボの統論下tで髄かれる”

６ﾉ』、！i;ﾙー 蛤が羽地．'１１ｼ::等に収容

：２月半ば、蝿,';舟を許さオ:る。

:２月６：：占宇利初等学校の名で|州校する。

占宇利初聯学校となる

字氏の寄付で入型伝馬恥（帆船）を萩造。

ﾕ･ﾉｊｌ：:、‘剛篭:.へ:f:_かう途;i'沈没する〈教師．′k徒、や般女了の1(〕名が:：くなる〉。

６．３．３学制施行。！:f'壁利初等学校・；|:呼学.佼のOfiif校になる

:I;宇利ﾉj,1.:1学校と改称。イ『櫛み校舎落成（iんi教室>･

船若場完成。

背宇利に貯水池・天水タンクが整う

天水タンク

､古宇利,島世1Ｍ

古宇利１１学校、全琉篭球大会擾勝。リ,L代表として南九州大会派遣。船椅場完成。

ﾉ;､JIl1フニ

送7１

水道送水

古宇利架橋建設促進村民総決起大会。

２ノ４８：．『.f'i名利大橋ｌﾙ1通。

椛球渡海Ll々 両LL』に「ｒほり；に停泊とある。

球'11高究帖』に：沖ノ郡島」と託lliRo怖火の制力

投築・移４

企取唆し・ユ(>ｊｊｌ：1より階り墨家に~こ．授業。

§地に校舎完成。

１－就航・祝笹会。道路改良［罪竣Ｅ‘

迩・E線の完成』

成式．

突堤完成。

洲査<間宮鵬術・金武｣E紀)。

;布かれ、速見番所設置．

遠見番所：が,氾載される。



Ｓ古宇利原Ａ遺跡周辺の民俗祭iii巳空間

古宇利島の集住域は南側に特に発達しており、当該地域はムラウチ（村内）と呼ばれてい

る。島の中央部にある集落はウイバル（上原)、島の北西にある集落はシチヤバル（下原）と
呼ばれている。

南側に展開する最も大きなムラウチ集落は、伝統的に東からアガイバーイ、ナカバーイ、

イリバーイと三つに区分けされ呼ばれている(第４図)。毎年旧暦７月最後の亥の日に行われ

る、ウンジヤミ（海神祭）のハーリーのときは、その三つの区分で競漕する。ムラウチの中

でもイリバーイの方にアサギや旧家、中森(ナカムイ）御獄などがありムラの祭祁の場となっ

ている。御嵩を中心とした集落形態がみられ、ここの地積は東側が整然と碁盤目状に区画さ

れているのに対して、宅地割り形態および道路配置も中森の周辺が不規則なので、このあた

りが最も古いと考えられるとされる（坂本1989)。

う／

第４図古宇利原の民俗遺跡地名
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１調査経過

村内における埋蔵文化財の取り扱いについては、昭和56年度～58年度に遺跡の分布調査

が実施されて以後、これに報告された遺跡を「周知の遺跡」とし、報告される遺跡について

は取り扱いに関して事前協議を図っている（上原ほか1984)。本遺跡も周知化された遺跡で、

以前サブセンターの建設に伴って事前調査が行われた経緯があった。このため計画された古

宇利大橋橋梁整備事業によって遺跡に影響の与える地域の取り扱いについて協議を行った。

その結果、工事変更は困難で掘削工事が実施され、遺跡の一部消失が免れないことから本調

査を行い記録保存措置を講ずることを決定した。

表面調査（1967年７月）

高宮麿衛・金武正紀両氏によって表面調査を中心とした島内の調査が実施された。

試掘調査（1968年１２月）

突堤工事のため重機によって遺跡破壊されているのが確認されたことから、金武正紀氏に

よって試掘調査が実施された。既に調査の内容については金武によって報告されている（金

武１９７５)。

表面踏査（1970年６月１７日・８月７日・１０月25日）

金武正紀氏によって表面調査を中心とした島内の調査が実施された。

第１次古宇利原Ａ遺跡発掘調査（昭和57年（1982）５月１８日～７月７日）

離島地区振興事業に係る道路の改修や公民館の改修工事が計画され、当該地域には古宇利

原Ａ遺跡が広がることが確認されたことから昭和57年度に記録保存を目的とした緊急発掘

調査が実施された。事業の実施にあたっては今帰仁村が主体となり、沖縄県教育庁文化課の

指導協力を得た。これが本格的な発掘調査としては１回目であることから、以下これを一次

調査とする。既に報告書が刊行されているので参照にされたい（上原ほか1983)。

試掘調査（平成13年（2001）１１月１２日～１６日）

平成１３年度に今帰仁村内遺跡発掘調査として古宇利島内における埋蔵文化財の分布調査

を目的とする調査を文化庁、県の補助事業として実施した。この際古宇利原Ａ遺跡について

も遺跡範囲の確認を目的とした試掘調査を実施した。これによって遺跡の東西の範囲を概ね

確認することができた。これに基づいて、平成１３年７月４日今教社文第102号にて「古宇利

大橋橋梁整備に於ける文化財有無について（回答)」を北部土木事務所に提出。調査の結果を

踏まえて13年度に北部土木事務所と調整を重ね、工事によって遺跡への影響が免れ得ない地

区について記録保存調査を行うこととなった。本調査は平成14年度～16年度までに実施す

ることとして、平成１４年９月１０日「古宇利原Ａ遺跡発掘調査に関する協定書」を締結した。

第２次古宇利原Ａ遺跡発掘調査（平成14年（2002）１１月１日～３月３１日）

古宇利原Ａ遺跡の発掘調査は、本調査としてはサブセンター建設工事に伴って昭和５７

（1982)年に実施された調査に続いて２度目の調査となる。このことから古宇利原Ａ遺跡の

第二次発掘調査として報告する。

二次調査は平成14年度に今帰仁村教育委員会が古宇利大橋橋梁整備事業に係る緊急発掘調

査として実施した。同調査は古宇利港近くの旧サブセンター一帯を範囲として、道路の北側

半分を前期、南側を後期とした。Ｉ区を平成14年１１月１日～平成15年１月２２日まで、Ⅱ区
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を１月２３日～３月３１日まで現場での作業を行った。同地域はこれまで道路の改修、拡張及

び港湾工事等の開発工事による破壊を受けており、業者にアスファルトの剥ぎ取り、撹乱土

の搬出作業を委託し、除去作業の折を見て排土からの遺物を採集する作業から開始した。

先ず１１月１１日に調査区周辺の清掃やグリッド設定を行った。グリッド設定はIＰ＃１（Ｅ－

ｌ７）を基準点として（x=100.00,ｙ=100.00）設定し、５ｍ間隔で西から東へ１０．１１．

１２．．．、南から北へＡ・Ｂ．Ｃ・・・の数字、記号を用いることにした。

第１区調査区はＥ-10～17,Ｇ－24～26,Ｈ-24～26を設けて発掘を開始し、調査区の東

端であるＨ－２９～３０，１－２９～30ではバックホーによる表土除去を行ったが遺物包含層は確

認できなかった。また、調査区が海岸に隣接することから定置網などへ赤土流出がないよう

にと沈砂池を設けた。調査は大部分が撹乱を受けていたことから撹乱層を除去してから作業

を開始した。特に水道管が敷設され撹乱が深部まで及んでいる場所は遺構も破壊している状

況であった。完掘後随時図面を作成し道路確保を目的に早期に埋め戻しを行い調査を進めた。

最終的にはＩ区調査区については１月２３．２４日に埋め戻しを行い作業を完了した。

Ⅱ区調査区はＤ－ｌＯ～15,Ｆ－２３～26,Ｇ－２３～27,Ｈ－２３～27の地区において実施、

Ｇ－２５ではＧ－２７、Ｈ－２７では港湾工事による大規模な破壊を受けており、遺構及び遺物包

含層は確認できなかった。かつて当該地区の一角で金武正紀氏が試掘調査を実施しており、

その当時の包含層は滅失していると思われたＤ－１２グリッドではマガキガイ貝廃棄遺構、Ｄ

－ｌ５グリッドではシヤコガイ集中遺構及びマガキガイ貝廃棄遣構、Ｇ－２５グリッドでは機能

不明の石列遺構をそれぞれ確認することができた。

当該調査区は古宇利島の中心部に位置し、道路の半分を剥ぎ取って調査を行ったため、発

掘作業は常に安全に配慮しながら慎重に実施していった。加えて相次ぐ天候不順等の様々な

要因により調査は難航したが、平成15年３月３１日に実測作業と完掘状況の写真撮影を終了

し、発掘調査業務を完了した。

第３次古宇利原Ａ遺跡発掘調査（平成15年（2003）７月１日～１０月３１日）

古宇利屋我地線に係る第三次古宇利原Ａ遺跡発掘調査は、平成15年度に今帰仁村教育委員

会が実施した。同調査は古宇利港近くの民宿「しらさ」前一帯を範囲として調査を実施した。

調査は周辺住民の交通の障害となることから仮設道路を設け、道路の中央を第１区、西側を

第Ⅱ区、東側をⅢ区とした。Ｉ区を平成１５年７月１日より平成15年９月４日まで、Ⅱ区を９

月５日から９月６日まで、Ⅲ区を９月８日から１０月３１日まで調査を実施した。同地域はこ

れまで道路の改修、拡張及び港湾工事等の開発工事による破壊を受けており、業者にアス

ファルトの剥ぎ取り、撹乱土の搬出作業を依頼し、除去作業の折を見て排土からの遺物を採

集する作業から開始した。

グリッド設定は、２次調査と同様にIＰ＃１（Ｅ－１７）を基準点として（x=100.00,

y=100.00）設定し、５ｍ間隔で西から東へ１０．１１．１２．．．、南から北へＡ・Ｂ．Ｃ・・・

の数字、記号を用いることにした。

第１区はＪ－３５～39,Ｋ－３５～３６を設けて発掘を開始した。遺構としてＪ－３５，Ｊ－３８，

Ｊ－３９で落ち込み遺構が確認されたが、付随すると考えられる明瞭な柱穴は確認することが

できなかった。Ⅱ区についてはバックホーによって遺跡の状況を確認したところ保存状況が

不良であったことから掘削後すぐに埋め戻し作業を実施した。第Ⅲ区は１－４０～43,Ｊ-

40～43のセクションを設けて発掘を行った。
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当該調査区は古宇利島の中心部に位置し、加えて台風等の相次ぐ天候不順等の様々な要因

により調査は難航したが、平成１５年１０月３１日に実測作業と完掘状況の写真撮影を終了し、

発掘調査業務を完了した。

第２．３次古宇利原Ａ遺跡資料整理業務（平成16年（2004）４月１日～平成17年３月４日）

古宇利屋我地線に係る第二・三次古宇利原Ａ遺跡発掘調査の資料整理業務は、現場での発

掘調査完了後、平成１６年度に今帰仁村教育委員会において実施した。２ヶ年度で実施した発

掘調査によって回収された遺物は、遺物収納コンテナで約lOO箱を数え、その大半は食料残

津と考えられる貝類遺体によって占められる。整理に際しては特に時期の判別可能な包含層

からの出土遣物を中心として遺物、自然遺物に大別し順次作業を進めていった。調査担当者

は初年度が宮城、次年度が玉城であったこともあり、やや繁雑であったが、玉城が平成16年

度は主に今帰仁城跡周辺の発掘調査に従事していたことから、宮城が資料整理について担当

することとなった。

具体的な整理作業は原則として各分割調査区（２．３次－１区．Ⅱ区）を分別し、遺物に

ついては時期毎に、自然遺物に関しては時期及び地区毎にこれを整理した。遺物の洗浄及び

ナンバーリングまでは現場で行えたため、接合作業から進めた。この際に遺物の分類を並行

して行い調査員が常時確認しながら小分けした。更に実測を行う遣物などもこの時点で選定

し遺跡を復元するのに必要な遺物の組成を抜き出した。陶磁器の鑑定については調査担当者

と金武正紀（今帰仁村発掘調査アドバイザー）が中心になって行った。実測は今帰仁村教育

委員会で臨時職員を雇用し１年間常時５～７人の資料整理員が実測等の諸作業を行うよう進

めた。製図作業についてもこのメンバーで進めている。最後に遺物の復元作業についてだが、

今回遺物の石膏復元などの諸作業については割愛している。これは時間的な制約とともに熟

練した技術が必要なため短期間での整理作業ではこれらの整理作業を断念せざるを得ない状

況にあった。

なお、整理作業では下記の方々にご教示を得た。

人工遺物（貝製品）の整理作業：木下尚子

人工遺物（石器）の石質同定：神谷厚昭

自然遺物（貝類）の整理作業：黒住耐二、赤嶺信哉

自然遺物（脊椎動物骨）の整理作業：名島弥生

あわせて、図面整理作業は遺物整理作業と並行して作業を進めた。現場で作成した図面は

整理・点検・調整を行い遺跡全体が表現できるよう縮尺を統一して作成した。
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発掘調査を平成14年度～15年度、資料整理を平成１６年度に実施した。発掘調査は下記の

体制で実施した。報告書の刊行は平成１７年３月を期日とした。

平成14年度の発掘調査及び出土資料整理調査関係者

事業主体今帰仁村教育委員会

事業責任者教育長山城清光

社会教育課長諸喜田展生

社会教育課長補佐兼歴史文化センター館長仲原弘哲

事務総括文化財係長田港朝津

調査担当者文化財係専門員宮城弘樹

文化財係主事玉城寿

調査補助員臨時職員玉城靖

発掘調査協力

中村誠司（名桜大学）金武正紀（那覇市教育委員会）

藤田宏（広島県立安芸府中高校教諭）

資料整理臨時職員

松本綾子

発掘調査作業員（五十音順）

新垣正司伊差川初美上間喜有大城ヒデ子金城美智子

島袋桂吾玉城末子玉城テル子玉城日出子玉城松枝

照屋タツ子照屋千代子仲尾次元太仲宗根淳仲宗根直美

比嘉愛子比嘉香代松田敏雄宮城章山川巌

山城大輔与那嶺俊

仲里なぎさ

宏
子
エ
ル

代
ズ
ッ

圭
大
、
ン

吉
城
原
川

国
玉
仲
山

平成15年度の発掘調査及び出土資料整理調査関係者

事業主体今帰仁村教育委員会

事業責任者教育長山城清光

社会教育課長諸喜田展生

社会教育課長補佐兼歴史文化センター館長仲原弘哲

事務総括文化財係長富山清巳

調査担当者文化財係専門員玉城靖

文化財係主事玉城寿

調査補助員臨時職員仲里なぎさ

仲宗根淳

宮城弘樹

与那嶺俊
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江
子
］
巌

信
文

玉城信江

玉城末子玉城テル子

照屋タツ子照屋千代子

松田カルザード・ユーラリア

城
屋
川

玉
照
山

発掘調査協力

木下尚子（熊本大学）

資料整理臨時職員

松本綾子伊差川初美金城美智子

発掘調査作業員（五十音順）

伊差川初美金城美智子島袋忠雄

玉城日出子玉城松枝玉城美代子

仲宗根文子比嘉愛子日高寛人

平成16年度の発掘調査及び出土資料整理調査関係者

事業主体今帰仁村教育委員会

事業責任者教育長山城清光

教育長代理吉田克己

社会教育課長諸喜田展生

社会教育課長補佐兼歴史文化センター館長仲原弘哲

事務総括文化財係長富山清巳

調査担当者文化財係専門員宮城弘樹

文化財係主事玉城寿

発掘調査アドバイザー金武正紀

調査補助員臨時職員与那嶺俊

資料整理協力

黒住耐二（千葉県立中央博物館）神谷厚昭（神谷地質研究所）
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上間恵子玉城美都知念亜紀乃仲里なぎさ西谷麻希子

与那嶺いずみ

玉城靖

松本綾子
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３調査地区

第２次発掘調査

発掘調査は道路工事に伴い実施される記録保存調査である。このため調査区は道路敷

下に限られており、グリッド設定にあたっては、道路のセンターラインに合わせて行った。

具体的には終点となるＢ､P．（Ｘ=76,825.025、Ｙ=51,477.288）とIＰ＃１（x=76,810.782,

y=51,514.348)を基準線としてセンターラインを設定した。また､本調査区の基準点をＩＰ＃ｌ

として任意の座標値（x=100.00、ｙ=100.00）を設定した。ＩＰ＃ｌとＢ､P.を直線で結んだライ

ンを基線として、５ｍ間隔に西から東へ１０．１１．１２．．．、南から北へＡ・Ｂ．Ｃ・・・の

数字、記号を用い、ＩＰ＃ｌはＥ－ｌ７杭とした。調査対象地区は約450㎡で、Ｄ－１０～１５、Ｅ

－ｌＯ～17,Ｆ－２３～26,Ｇ－２３～27、Ｈ－２３～27のグリッドを調査地区に定め発掘調査を

実施した。

発掘調査は主にＩ区とⅡ区の２箇所であるが、常時車両が利用する道路であることから片

側交互通行ができるように両地区の北側半分を前期として、これを一端埋めた後に南側半分

を後期として発掘している。

第３次発掘調査

グリッド設定は２次調査と同様にIＰ＃１（任意座標値：ｘ=100.00、ｙ=100.00）を基準点

として設定し、これの延長とした。ＩＰ＃１はＥ－１７である。調査対象地区は約300㎡で、１

－４０～43,Ｊ－３５～43,Ｋ－４０～43のグリッドを調査地区に定め、記録保存を目的とした

発掘調査を実施した。

当該地区も生活道路である。この為一端調査区外に仮設道路を通して調査を実施している。

但し、商店や個人住宅の入り口が調査区に面しているなど、調査期間中住宅への出入りに不

自由がおよぶと考えた。このため東西に延びるそれぞれの調査区を３回に切り回しを行って

実施した。
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第２次発掘調査

第１区前期（GHグリッド）

Ｉ層－にぶい燈色混砂傑士層。道路工事の際のコーラル造成土である。バックホーで除去。

空き缶・空きピン・ビニール等の現代遺物を含む客土層。層は南側へ緩やかに傾斜し厚くな

る。３０ｃｍ程度堆積している。

Ⅱ層一黒褐色土層。層は南側へ緩やかに傾斜し厚くなる。やや粘'性のある土層でグスク時代

～近世の堆積層と考えられる遺物包含層。２０～40ｃｍ程堆積している。

Ⅲ層一黒色土層。粘‘性がなく粒子の粗い土層。南側にいくほど厚く堆積する。貝塚時代の堆

積層と考えられる遺物包含層。１０ｃｍ程堆積している。

Ⅳ層一赤褐色粘土層。国頭マージ（赤土）の粘土層で地山と考えられる無遺物層。層は南側

へ緩やかに傾斜し厚くなる。

岩盤一古宇利島の基盤となっている石灰岩。

第１区後期（Eグリッド）

Ｉ層－にぶい燈色混砂傑士層。道路工事の際のコーラル造成土である。バックホーで除去。

空き缶・空きピン。ビニール等の現代遺物を含む客土層。層は南側へ緩やかに傾斜し厚くな

り、４０ｃｍ程度堆積する。

Ⅱ層一暗褐色土層。やや粘性のある土層でグスク時代～近世の堆積層と考えられる遺物包含

層。層は南側へ緩やかに傾斜し厚くなる。１０ｃｍ程堆積している。

Ⅲ層一黒色土居。粘‘性がなく粒子の粗い土層。層は南側へ緩やかに傾斜し厚くなる。貝塚時

代の堆積層と考えられる遺物包含層。２０ｃｍ程堆積している。

Ⅳ層一赤褐色粘土層。国頭マージ（赤土）の粘土層で地山と考えられる無遺物層。

岩盤一古宇利島の基盤となっている石灰岩。

－１８－



第Ⅱ区前期（ＦＧグリッド）

Ｉ層－にぶい燈色混砂喋土層。道路工事の際のコーラル造成土である。バックホーで除去。

空き缶・空きピン・ビニール等の現代遺物を含む客土層。層は南側へ緩やかに傾斜し厚くな

り、３０ｃｍ程度堆積している。

Ⅱ層一黒褐色土層。層は南側へ緩やかに傾斜し厚くなる。やや粘性のある土居でグスク時代

～近世の堆積層と考えられる遺物包含層。３０ｃｍ程度堆積している。

Ⅲ層一黒色土層。粘‘性がなく粒子の粗い土層。層は南側へ緩やかに傾斜し厚くなる。貝塚時

代の遺物包含層で最厚部は60ｃｍを測る。

Ⅳ層一赤褐色粘土層。国頭マージ（赤土）の粘土層で地山と考えられる無遺物層。

岩盤一古宇利島の基盤となっている石灰岩。

第Ⅱ区後期（Ｄグリッド）

Ｉ層－にぶい燈色混砂喋土層。道路工事の際のコーラル造成土である。バックホーで除去。

空き缶・空きピン・ビニール等の現代遺物を含む客土層。層は南側へ緩やかに傾斜し厚くな

り、２０～70ｃｍ程度堆積している。

Ⅱ層一暗褐色土層。やや粘‘性のある土層でグスク時代～近世の堆積層と考えられる遺物包含

層。下部にいく程シャコガイなどを中心に貝類の出土が目立つ。層は南側へ緩やかに傾斜し

厚くなり、２０～70ｃｍ程堆積している。

Ⅲ層一認められない。

Ⅳ層一赤褐色粘土層。国頭マージ（赤土）の粘土層で地山と考えられる無遣物層。

岩盤一古宇利島の基盤となっている石灰岩。

－１９－



第３次発掘調査

第１区（Ｊ-35～39,Ｋ－35～37グリッド）

Ｉ層－にぶい燈色混砂喋土居。道路工事の際のコーラル造成土である。バックホーで除去。

空き缶・空きピン・ビニール等の現代遺物を含む客土層。層は約30ｃｍ程度堆積している。

Ｉｂ層一暗褐色土層。一見するとⅢ層と酷似するが、土層の締まりが悪い。港湾工事等の開

発工事により一度破壊され、また埋められたと考えられる層。

Ⅱ層一暗褐色混砂喋層。やや粘‘性のある土居でグスク時代～近世の堆積層と考えられる遺物

包含層。５～１０ｃｍ程度堆積する。道路造成時に破壊を受けており、場所によっては見受け

られない。

Ⅲ上ａ層一暗褐色土層。粘‘性がなく粒子の粗い土層。層は南側へ緩やかに傾斜し厚くなる。

貝塚時代の堆積層と考えられる遺物包含層。３０～40ｃｍ堆積し、厚い所では70～80ｃｍ堆積

する。

Ⅲ上ｂ層一暗褐色混砂喋層。樹根による影響と考えられる土層。

Ⅳ層上一褐色土層。Ⅲ層（暗褐色士層）からＶ層（地山）ヘと移行する漸移層。粘性は弱く、

Ⅳ層上ｂにいくにつれて強くなる。上面ではｐｉｔ状の遺構が検出される。

Ⅳ層一赤褐色粘土層。国頭マージ（赤土）の粘土層で地山と考えられる無遺物層。粘性は強

い。

岩盤一古宇利島の基盤となっている石灰岩。

第Ⅱ区（Ｊ-30～34,Ｋ－30～34グリッド)）

Ｉ層－にぶい燈色混砂喋土層。道路工事の際のコーラル造成土である。バックホーで除去。

Ⅳ層一赤褐色粘土層。国頭マージ（赤土）の粘土層で地山と考えられる無遺物層。粘'性は強

い。

岩盤一古宇利島の基盤となっている石灰岩。

第Ⅲ区（’-40～43,Ｊ-43グリッド）

Ｉ層－にぶい燈色混砂喋土層。道路工事の際のコーラル造成土である。バックホーで除去。

空き缶・空きピン・ビニール等の現代遺物を含む客土層。層は約30ｃｍ程度堆積している。

Ⅱ層一暗褐色混砂喋層。やや粘’性のある土居でグスク時代～近世の堆積層と考えられる遺物

包含層。全体的に20～30ｃｍ程度の堆積だが、南東側にいくにつれて傾斜し厚くなり、東端

では約lOOcm堆積する。遺物はそこに流れ込み、大量に出土する。

Ⅲ層一暗褐色土層。粘‘性がなく粒子の粗い土層。層は南側へ緩やかに傾斜し厚くなる。貝塚

時代の堆積層と考えられる遺物包含層。３０～40ｃｍ堆積し、厚い所では70～80ｃｍ堆積する。

Ⅳ層一褐色土層。Ⅲ層（暗褐色土層）からＶ層（地山）へと移行する漸移層。粘’性は弱く、

下層にいくにつれて強くなる。

岩盤一古宇利島の基盤となっている石灰岩。
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１先史時代の遺構

１）性格不詳の落ち込み遺構（第８図・第１0図・第１1図）

Ｅ－ｌ４～１５グリッドでは不定形の落ち込みが確認された（第８図)。浅い落ち込みで’性格

は不明。1982年に実施した発掘調査では本地点の北東側で環状集石遺構（竪穴住居跡）が検

出されていることから、一帯が縄文時代の生活跡であることが分かっている。本遺構も縄文

時代に帰属すると考えられるが機能については判然としない。地山を浅く掘り窪めたもので、

落ち込みは不連続的に'0基確認されている。そのうち６基について詳細を図示している（第

１１図)。いずれの落ち込みも深さ１０ｃｍ程度と浅く窪んでいる程度である。

同様の遺構は第３次調査（第'０図）でも検出されておりいずれもピットとして報告してい

る。これも深さはlOcmにも満たないもので柱穴になるのかは不明であるが、規格,性に乏し

い配列で検出された浅い落ち込みである。しばしば縄文時代並行期の遺跡では柱穴とするに

は不整形で浅い落ち込みが見られる。このような遺構が例えば竪穴住居跡などに付帯するよ

うな柱穴なのか、あるいは別途の遺構であるのかは解らない。今後検討検討されるべき遺構
である。

２）ＳＳ２〔貝塚〕（第９図）

Ｇ・Ｈ－２４グリッドで貝が集中して出土した。当該調査地域ではⅢ層から貝が多出する

ケースが少なかったので、Ｇ・Ｈ－２４グリッドで出土した貝が唯一集中的に検出された地点

であると言える。この為、貝塚状の堆積として遺構の項において紹介する。前述したように、

西側では以前の調査で縄文時代の住居跡が検出されていることから、一帯が縄文時代の生活

跡であることが分かっている。本遺構も縄文時代に帰属すると考えられる。石斧(第１８図３）

や、骨製品など多くの遺物が含まれていたが、分布は局地的である。これは当該地域一帯に

広がっていた貝層の端部であるため、もしくはこの地域以外については後世に撹乱を受けた

ため失われた結果であると考えられる。貝塚状の堆積は岩盤に堆積するような状況であり、

岩盤の窪みに堆積した貝層が撹乱から免れたのではないかと考えられる。

２グスク時代以降の遺構

１）ＳＲ１〔石列遺構〕（第９図・第１2図）

Ｇ－２５グリッドの端部で検出された遺構。約30ｃｍの大きめの石灰岩を直線に3.5ｍ程度

並べる。遺構北側周辺（第１区Ｇ-25）に粘』性のない黒色土層が広がっていたことから、当

初は貝塚時代の包含層と考えられた。しかし掘り下げた結果、石列直下にやや粘‘性の強い黒

褐色土層が数ｃｍ程度堆積するのに加えて、遺構南西側周辺にも黒褐色土居が広がっていた。

よって当該遺構はグスク時代から近世以降に形成された構築物と考えられる。直下には岩盤

が広がる。当該遺構周辺には付随すると考えられる明瞭な柱穴は検出されなかった。‘性格不

詳の遺構である。

－２４－



２）ＳＲ２〔石列遺構〕（第８図）

Ｅ－ｌ３～１５グリッドの北端で検出された。北から南へ傾斜する斜面に構築されることか

ら土留め的な目的で構築されたと考えられる。近現代の柱穴や土坑などの多くはこの、ＳＲ２

を境に北側で検出され、貝を集中廃棄したと考えられる小規模の貝廃棄遺構は当該遺構南側

で検出されることからも、この遺構を境に北側が生活箇所、南側が廃棄箇所として区分けし

ていたものと類推される。約50ｃｍの大きめの石灰岩を円弧状に並んで検出された。約１０ｍ

の長さになる。遺構覆土や遺構下からはグスクから近世の包含層が被覆、近代の遺物を多く

含むことから構築年は近代を遡らないと考える。よって当該遺構は近代に形成された遺構と

考えられる。当該遺構の東側にはシャコガイが多数出土した、また、石列遺構除去後にも柱

穴（SP､70～81）が検出されている。

３）ＳＰ､1～８１〔柱穴〕（第８．９図）

いずれもlOcmにも満たない浅いピットでグスク時代～近代に構築された柱穴と考えられ

る。岩盤を浅く掘りこんだものから、地山を掘るものなど構築された遺構の基盤層によって

も状態は異なる。ＳＰ.l～5は調査時には建物跡の礎石跡と考えられた。しかし、柱列が１列

であることなどからこれを礎石の抜き取り跡とするには判断材料に乏しいことから遺構の性

格については保留した。

４）ＳＳ４～７〔貝廃棄遺構〕（第８図）

ＳＳ４はＥ－ｌ５グリッドで確認された二枚貝廃棄遺構で、二枚貝（ソメワケグリ）を476個

（最小個体数）回収、その下位からヤコウガイ１個が検出された。

ＳＳ５はＤ－１２グリッドで確認されたマガキガイ廃棄遺構でマガキガイが１１５点採集され

ている。

ＳＳ６はＤ－１２グリッドで確認されたマガキガイ廃棄遺構でマガキガイが36点採集され

ている。

ＳＳ７はＤ－ｌ２グリッドで確認されたマガキガイ廃棄遺構でマガキガイが66点採集され

ている。

ＳＳ５～７のいずれもマガキガイを主体とする集貝で一緒に検出される遺物もほとんどな

いことから廃棄された年代を推定することは難しい。しかし、当該地区ではグスク時代～近

代までの遺物が散見的に含むⅡ層から検出されることから、グスク時代から近代のいずれか

の時代に廃棄されたものと考える。

ＳＳ４（Ｅ-15）Ⅱ層

●ソメワケグリ右458左476

●イソハマグリ右ｌ

●アラスジケマンガイ右ｌ

●マガキガイ６

●チョウセンサザエブタ５

●タカラガイ科１

●イモガイ科１

●ザルガイ科（オオヒシガイ？）右１左２

●ヒメジャコ右１

●カワラガイ左１

●ヤコウガイｌ

●サラサバテイ破片ｌ

●オキニシ科１
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ＳＳ５（Ｄ-12）Ⅱ層

●イソハマグリ右２３

●マガキガイ１１５

●サラサバテイ破片２

●イトマキボラ科１

●ヒメアワビ科１

左１４

ＳＳ６（Ｄ-12）Ⅱ層

●イソハマグリ右６左ｌ

●マガキガイ３６

●ヒメイトマキボラｌ

●タカラガイ科１

●アラスジケマンガイ右ｌ

●チョウセンサザエブタ４

●アマオブネ１

●ニシキウズガイ科１

●マイマイ７

●チョウセンサザエ１同ブタｌ

●シオボラ１

ＳＳ７（Ｄ-12）Ⅱ層

●イソハマグリ右９左７●マガキガイ６６

●チョウセンサザエｌ同ブタ２●タカラガイ科１

５）ＳＳ８〔シヤコガイ集中遺構〕（第13図）

Ｄ－ｌ５グリッドではシヤコガイ集中遺構が検出された。シヤコガイはSR2に挟まるように

集中しており、土留め石積みの材料としてシヤコガイを利用するような状況であった。検出

されたシャコガイ遺構の除去後、その下位よりマガキガイが集中して検出された。遺物も散

在的に出土しており廃棄場としての性格を考える。その構築年代はグスク時代や近世のもの

もふくまれるが、近世末から近代以降の沖縄産陶器や本土産陶磁が主体となることから古く

遡ることのない遺構と推定される。

６）ＳＤ１・ＳＤ６〔土坑〕（第８図）

Ｅ－ｌ５からＳＤ１（1～3）とＳＤ６が検出された。ＳＤ６は撹乱溝によって北と南に分断

されるが、北側を検出当初ＳＤ２として検出している。このＳＤ６では銭貨（第33図4）が

出土している。いずれも性格不詳の土坑で近世以降の遺物を含んでいる。

－２６－



X＝１ 0０

Ｎ

E-IO

Ｉ

鍵塞鑑
，.,０１、

X二95＋
１，

０ｺ
､

＞

SＸ6.7

ＳＰ､１５

F･１１Ｆ-12ＳＰ２１ＳＰ２２Ｓｐ.,4ＩＳＩｦ.１８§P,６ＳＰ２Ｏ

ﾛ

Ｊ-１１

十
○
ｒ－
ｌＩ

＞

識Ｉ
ＳＳ,６

SＳ７ＳＳ,５

十

Ｅ
ＩＩ

＞

ＡＡ

Ⅱ

第８図第２次調査第１区遺構配置図

－２７－

E』

SP･24ＳＲ２５ＳＰ､２７

”調篭啄
、⑥‘x，§xョ

S'-2.8ｺ

十

９
１１

＞

鵠砦
Sp-76

SP､7８ＳＲ７７

SP､2９

芦①

､霞1２１

SP､30ＳＤ､1-3ＳＤ,1-1sD,1-2F-15F-16

ＳＸ,５

'＄画一塵

シダ夢〆

＝一一

と=一、-

SS､８（シャコガイ集中遺構）

＋
ｍ

ＣＯ
ｌｌ

＞

十

ｇ
＞

F-１７

性格不詳鰯落ち逆鱗識１
－－＝一一

D-17

5ｍ

十Ｘ二９５

鵠
Ⅱ

＞



羊

蝿抵
母
型

ヘ

－２９－

総"心“
Ｇ２剣

居
へ
型
ノ
ノ

忍
屋
史
ノ
ノ

７全

SS,２

／

７３罪
ノ
ノ

~7z弓

／

ベ

Ｎ
Ｉ
Ｉ
″
卿
側
側

／

-1-◎
坐

≠
ＳＲ３９

、
ミユ Ｉ

～糸720

≠ｓ観
ｑＲ４４

'』塁

／

米770～ 》
一
Ｔ

第９図第２次調査第Ⅱ区遺構配置図

ﾉミ

F-23

。

～
寺ﾉﾉ５

←Ⅱ一

JＬ

'１

ﾍ

、

雄705

Ｌ

ＬＬ鞍≠
や
昼

推,,ハメ

にＪ１－
１



封呂H8I3封呂H8I3

ＳＰ､８５
K-３５Ｋ-3６/ｓｐ､86

了
ＳＰ５６

苧1--
１幸

／

沙一沙一沙一

ｉ－圭一里＝＝

--=４－－＋》
<-37Ｋ-3８

＋X雲'3。＋X＝11$IＤ
､ど〆､ど〆

亥＝〒帝=＝皇
識 ｣-39

SP,73-2

ＳＰ,３４
一一

．SR6，◎SR1，
ｮP,５ 劃垂眺

裂襖ン画〃〆，

－－

〆.
ＳＰ,４４

『

Ｎ

J薦
ＳＲ９３◎

ＳＰ９４

osR,ｃ

、

osP.,。

？”◎

国Ｐ-４国Ｐ-４

SP､７９

皇』§fEIi

／／

／／

／
／

静琴霧謬雲
，,．．.一ＳＲ９３。

＝一三ｒ－－=ﾐEi塗tﾊsP“§"‘

弓

③
ＳＰ､1７

J-37J-38

ＳＰ､８１目Ｉ
／ｌ－
ＳＰ･６ＳＰ､8２ 』

創盟&魁 RＰ６５

十
一く

。

』 －１

．割空哩司．割空哩司

４２｣io1SR92上

く
柵
圃
○
ｍ

と

＋
＜

:；

＋
く
Ⅱ
一
ｍ
ｍ

十X＝１２５

く
Ⅱ
］
①
、

第１０図第３次調査第１区遺構配置図

5，０

－３１－



０

キ浜へＯＡ

ヤ

夢

蕊

－３３－

第１１図性格不詳の落ち込み遺構

、

、

、
､

、

、

ノ
グ

ノ

－ ａ

ａ－

キ
ニ
と
⑬

〆

〆

〆

一

浜,｡3｣YＺ
Ｉｂ
ＴＱ

"

ａ

----4.5ｍａ

4.5ｍ一

ヤ
ペ

あ
ひ。

4.0ｍ
4.0ｍ

０

4.0ｍ

Ｉ

ヤ浜10Ａ､、

ペ
帆
豊
十髄

ｂ一

－４．０ｍ

1ｍ

一ｂ′

ｂ

4.5ｍ一

キ汗103
b′ぺ

１１

－４．５ｍ＄品

ヤ



獣
×

亀

一反

EL=5ｍ

EL二4.5ｍ

面図ｃ

第12図ＳＲ１〔石列遺構〕詳細図

蝿塗酋&鱗

第13図シヤコガイ集積（SS8）遺構詳細図

／’／平
Ｎ

平面図

－３４－

a≦塾

”一＝

浄一

⑳
EL=5ｍ

一ＥＬ=4.5ｍ



当

第Ｖ章

人工置物

l化冒

11斤胃
IOQQ”



１先史時代の遺物

１）土器

土器は２次調査の地区から多く出土している。今回得られた資料は口縁部資料を４群に大

別分類した。また底部資料についてはその形状から３類に分類した。各分類は、現在の研究

成果を踏まえて各遺物毎に詳述していく。

口縁部資料

Ｉ群（第14図１）器色はにぶい黄燈色で口縁部を外反させる器形となる。外面には２条の

突帯文が施され、その上面に斜沈線を描く。いわゆる仲泊式として型式設定された経緯のあ

る土器である。仲泊式は仲泊遺跡を標式とする資料で尖底の深鉢形土器、文様によってａ種

の貝殻腹縁部による刺突文、斜沈線文。ｂ種の棒状工具による沈線文の２種に分けられる

（営員・上原1982)。本資料は後者に属する資料で前回調査（第１次調査）でも出土したも

のと同類のものである。

Ⅱ群（第14図２～16、第15図17～29）口縁部が波状口縁になる土器群で胴部でふくらみを

持ち、底部は平底となる。口縁外面に幅広の文様帯をつくり、概して第１文様帯～第４文様

帯に区分され、先端の尖った棒状工具、叉状工具、単箆工具などによって点刻文、連点文、

短沈線文によって文様を描く。口唇部にも文様を施すものもある。器色は明褐色、明黄褐色

となる。文様や器形によってこれまで荻堂式、伊波式に整理されている資料でこれを参考に

下記に４種に分け報告する。

ａ類：２は摩耗が著しく型式の判別は困難であるが上面観が方形になる胴部（角部分）資料

である。先端の尖った工具による押し引き文（三角刺突文）を網代状に施すように見られる、

いわゆる面縄東洞式に属すると思量される。３は文様部分の摩滅が著しく型式の判別は困難

であるが、やはり先端の尖った工具による押し引き文を主体とする。沈線文を間に入れるこ

と、文様帯が若干肥厚することから、いわゆる嘉徳ＩＡ式に属すると思量される。両者とも

全体的な器形等が判然としないため、検討を要する資料である

ｂ類：４～１１はいわゆる伊波式土器に該当する資料でいずれもＥ－１６．１７で得られている。

６．１０は口唇部に連点文や短沈線を施す資料で、他の資料は口唇部の施文は無く無文となる。

口縁部に２列１条の連点文を第２文様帯は空白をつくって第３文様帯も口縁上端の文様と同

様２列１条の連点文を施す。１０は縦位に区画文を施す資料である。

ｃ類：荻堂式に該当すると考える資料である。１２～１７は山形口縁の頂部資料で上面観が方

形にならず、ほぼ円形となること、摩滅が著しいがいずれも山形頂部を肥厚、もしくは癌状

突起状に成形することから荻堂式に該当すると考えた。１２は短沈線による文様を口縁部に

施す資料である。１３．１４は連点文、１５は単箆工具による押し引き文で横捺刻文となる。１６

は沈線による文様を描く、縦位区画文も明確で典型的な荻堂式に該当する。１７は摩滅が著し

く型式の判別は困難だが、単箆工具による押し引きによって口縁を施文する山形頂部の資料。

１８～20は山形頂部はないが口縁部資料でいずれも幅の狭い半裁竹管、単箆工具によって押

し引き文を描く。１８．２０は文様下端に鋸歯文が見られる。２１～23は胴部資料で、やはり半

裁竹管工具による押し引き文によって描かれ、文様の下端には鋸歯文が描かれる。２４は幅の
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狭い単箆工具によって文様を描き、山形頂部に近い箇所の破片資料で文様は網代状に密に施

す。２５はやや幅の広い単箆工具による横捺刻文で口縁下に３条並列、山形頂部は僅かに高ま

りとなっている。大山式に近しい要素ももっていることから過渡的な土器と想定される。

26は典型的な荻堂式からはややはずれる資料であるが、山形頂部が肥厚する点などから当該

分類に含めた。斜沈線を無軸羽状文で描いている。

壷：２７．２８はこれまでの先史時代遺跡の調査からは伊波式・荻堂式土器に属すると考えられ

る。このため、第Ⅱ群土器の壷として報告する。２７は波状口縁、２８は平口縁となると考える

がいずれも小破片で図上復元を試みたため検討を要する。

Ⅲ群（第１５図２９．第１６図30～32）大山式に該当する資料。２９は５条の横捺刻文を口縁に、

30.31は２条の横捺刻文を口縁に施す。いずれも直上する胴部から口縁部で若干外反する器

形。３２は器形が判然としないが、横捺刻文を施すことから本分類に含めた。

Ⅳ群（第16図33～39）肥厚口縁の資料で。肥厚の形状から細分可能だが蒲鉾状に肥厚する

ａ類と方形に肥厚するｂ類に概略細分した。

ａ類：３３～38は室川式に該当すると考えられる資料で、肥厚口縁の断面の形状によって更

に細分も可能と思量される。タイプサイトである室川貝塚出土資料に比べると胎土・器色が

異なる。胎土から見ると前述のⅡ・Ⅲ群に近い。このような特徴は長根原遺跡（宮城ほか

2002）で主体資料となった資料も同様な傾向を示している。

ｂ類：３９はカヤウチバンタ式に該当する資料で、断面歯ブラシ状の肥厚となる。若干、器表

面がアバタ状になる。

型式不詳の土器（第１６図40～４２．第17図43～45）いずれも小破片の為分類を留保した資料

である。４０は胎土の特徴からⅡ群に属すると思量される。口縁部に連点文を施し口唇部も

刻目文を施す。４１も口縁部に沈線によって格子状の文様を施し、口縁部にも同様に格子状の

文様を刻む。胎土の特徴からⅣ群に近しいと考えるが口縁部は肥厚しないため不明資料とし

て報告する。４２は先端の尖った工具による押し引き文（三角刺突文）を施す資料で口縁部上

面観は波状になるとも判断でき、胎土もⅡ群に近しいことからⅡ群で整理できるかと考える。

小片であることから今回は分類を留保する。４３．４４は無文の口縁部資料で外に大きく開く器

形で胎土からはⅣ群に近い資料と目され、後者は内面に調整時の擦痕を残す。４５は胴部資料

で、いわゆる貝塚時代後期の土器と推測される。具体的な型式名としてはフェンサ下層式な

どが近いと考える。しばしばグスク時代の遺物に伴うことも報告されることから後述するグ

スク時代の遺物の中で報告するべきとも考えたが、本節で報告する。

底部資料（第１７図46～57）

Ａ種(46～51）底面からストレートに張りのある胴部へ、斜め方向に立ち上がる資料。胎土

からⅡ．Ⅲ群土器の特徴を有する。５０は内面、５１は外面に調整痕が残る。

Ｂ種（52～55）円盤状の粘土塊の上面より輪積みして底部を成形。底部に厚みがあり立ち

上がり部で一端直上し胴部へいたる。Ⅱ．Ⅲ群土器の胎土と近似する。

Ｃ種（５６．５７）底面に厚みがあり、立ち上がりの稜は丸みがある。胴部へと斜めに開く器

形。胎土からⅣ群土器の特徴と近似する。
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第４表出土土器観察表（１）

図

番号

１４

1４

1４

1４

１４

1４

１４

1４

1４

1４

1４

1４

１４

１４

１４

１４

1５

１５

１５

１５

1５

１５

1５

1５

1５

１５

1５

１５

1５

1６

１６

1６

図版

番号

2６

２６

２６

２６

２６

2６

2６

2６

2６

2６

2６

2６

2６

2６

2６

2６

2７

２７

2７

2７

２７

２７

２７

２７

２７

2７

2７

2７

2７

2８

2８

2８

枝

番号
次

１ ２

２ ３

３ ３

４ ２

５ ２

６ ２

７ ２

８ ２

９ ２

１０ ２

１１ ２

1２ ２

1３ ３

１４ ２

1５ ２

１６ ３

１７ ３

1８ ２

1９ ２

2０ ２

２１ ２

2２ ２

2３ ３

2４ ２

２５ ２

２６ ２

２７ ２

２８ ２

2９ ２

3０ ２

３１ ２

3２ ３

グリッド

E－ｌ７

J-３５

J-３５

Ｅ－ｌ７

Ｅ-１６

Ｅ－ｌ６

Ｅ－ｌ７

Ｅ－ｌ７

Ｅ－ｌ７

Ｅ－ｌ６

Ｅ－ｌ７

Ｇ-２５

J-４１

Ｅ－ｌ７

Ｇ-２５

J-３７

J-４３

Ｇ-２６

Ｄ－ｌ４

Ｈ-２５

Ｇ-２５

Ｈ-２５

Ｋ-３６

Ｇ-２５

Ｅ－ｌ７

Ｇ-２６

Ｈ-２５

Ｈ-２５

Ｈ-２５

Ｈ-２５

Ｅ－ｌ６

Ｅ－ｌ７

J-３８

層位

Ｉ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

遺構名

畦

石列

dot

1５５２

８５１

8８０８

８１９８

８３７７

8４０１

８２５０

８４００

9０１５

2０３７

2３０１

7８０２

1５８０

2８２８

9６９２

6７６２

7５９３

3５７７

１０６

6０４４

8４９７

8６７５

5３５０

３９７３

２２４

４６８６

３１４０

1３８４

８３４４

８４９０

遺物NＣ

8７１２

1６７８

9２７

8５４１

8５４１

２２３３

1７０６

３１５８

８４３７

1４４

分類

I群

Ⅱ群ａ

Ⅱ群ａ

Ⅱ群ｂ

Ⅱ群ｂ

Ⅱ群ｂ

Ⅱ群ｂ

Ⅱ群ｂ

Ⅱ群ｂ

Ⅱ群ｂ

Ⅱ群ｂ

Ⅱ群ｃ

Ⅱ群

不明

Ⅱ群

不明

Ⅱ群ｃ

Ⅱ群ｃ

Ⅱ群ｃ

Ⅱ群ｃ

Ⅱ群ｃ

Ⅱ群ｃ

Ⅱ群ｃ

Ⅱ群ｃ

Ⅱ群ｃ

Ⅱ群ｃ

Ⅱ群

Ⅱ群

不明

Ⅱ群．

Ⅱ群

Ⅲ群

Ⅲ群

Ⅲ群

Ⅲ群

器種

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

壷

壷

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

部位

口縁部

胴部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

胴部

胴部

胴部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

胎土・混和材

石英・石灰岩細粒を混入。

石英・チャート・石灰岩

質の粗粒混入。

石英・チャート・石灰岩

質の粗粒・砂粒と、金雲

母を混入。

石英の細粒、チャートの

粒子を混入。

石英・チャート・粘板岩

の粒子を混入。

石英・チャート・粘板岩

の細粒を混入。

胎土は比較的堅綴。石

英・粘板岩の粗粒を混入。

石英・チャート・粘板岩

の砂粒を混入。

粘板岩の粗粒、石英．

チャートの砂粒を混入。

胎土は比較的堅綴｡石英．

チャートの砂粒を混入。

粘板岩の粗粒、石英．

チャートの砂粒を混入。

石英・チャート・石灰岩

質の粗粒を混入。

石英・粘板岩・石灰岩質

の粗粒混入。

石英の細粒・微粒を混入。

石英・チャートの細粒を

混入。

泥岩・石灰岩質の砕片と、

石英･チャート・粘板岩．

石灰岩質の微粒混入。

石英の微粒と、泥岩・粘

板岩の粗粒混入。

石英・チャート・泥岩．

粘板岩の微粒を混入。

石英・チャート・泥岩．

粘板岩の細粒を混入。

石英・チャートの微粒を

混入。

石英・チャート・貝殻．

泥岩の粗粒混入。

石英・チャート・粘板岩

の細粒を混入。

石英･泥岩･粘板岩･石灰

岩質の粗粒･細粒を混入。

石英・チャートの粗粒や

微粒を混入。

チャート・泥岩の粗粒混

人。

石英・チャートの砕片、

金雲母を混入。

粘板岩の砕片､石英･チャー

ﾄ･貝殻の細粒を混入。

石英・チャート・石灰岩．

泥岩･粘板岩の砂粒を混入。

石英･チャート・石灰岩.

粘板岩の細粒を混入。

胎土は、ほぼ均一な厚さ。

石英･チャート・石灰岩．

粘板岩の砂粒を混入。

石英･チャート･石灰岩･粘

板岩･貝殻の粗粒を混入。

石英・泥岩・粘板岩の砂

粒混入。

－３８－

計測値(単位cｍ/g）

口径 器高 底径

1５．４

1９．４

1７．０

２１．４

1５．５

1９．０

1５．８

1２．３

7.2

5.4

2０．４

1８．６

1９．２

施文具

棒状工具

先端の尖っ

た棒状工具

先端の

尖った棒

状工具

叉状工具

叉状工具

単箆工具

単箆工具

叉状工具

叉状工具

先端の尖っ

た棒状工具

叉状工具

叉状工具

叉状工具

叉状工具

半裁竹管

状工具

箆状工具

半裁竹管

状工具

叉状工具

半裁

竹管状

叉状工具

叉状工具

叉状工具

半裁竹管

状工具

半裁

竹管状

箆状工具

箆状工具

半裁

竹管状

丸みを帯び

た箆状工具

文様・装飾

口縁部を外反。羽状文を突帯

上に施文。

押し引きによる鋸歯文。

外面に点刻文により網代文を

描き、点刻文間に斜沈線文が施

される。口唇部上端に沈線文。

口縁部に二条一組の連点文。

山形口縁の頂部資料。

口縁部、頚部に二条一組の連

点文。山形口縁の頂部資料。

山形口縁の頂部資料。口縁部

に三条の点刻文。口唇部にも

点刻文有り。

口縁部に二条の点刻文｡内外面

に横方向の擦痕(器面調整)有り。

口縁部、頚部に二条一組の連

点文。

口唇部は摩滅している。口縁

部に二条一組の連点文。胴部

に点刻文。

口縁部は点刻文。口唇部には

刻目文が施される。

口縁部に二条一組の連点文。

山形口縁。口縁部に、２条一

組の単沈線文を押し引きする。

山形口縁で、山頂部から下方

への縦位稜線。外面に点刻文。

山形口縁。口縁部に多条の点

刻文。

山形口縁。連点文を二条に施

す｡

山形口縁。外面に沈線文。

山形口縁。外面に点刻文。口

唇部にも点刻文？

外面に連点文と鋸歯文、口唇

部には連点文を施す。

外面に三条の連点文。口唇部

にも連点文有り。

外面に連点文と鋸歯文。

押し引き文の下部に鋸歯文。

外面に沈線文(やや連点文？)と

鋸歯文を施す｡内面には器面調整

のための擦痕が斜め方向に残る。

横位押し引き文と鋸歯文。

山形ロ縁？外面に､やや連点文が

かった斜沈線文(綾杉文？)を施す。

山形口縁。横位文（左から右

へ）を三条施す。

山形口縁。外面に斜沈線文(綾

杉文？）有り。

山形口縁。

無文。外面に指圧痕・擦痕・ナデ

痕が、内面に指圧痕・擦痕有り。

点刻文を多条に施す。

口縁部に二条の点刻文。両面

に指圧痕有り。

口縁部に連点文を数条施す。

外面胴部に擦痕有り。

爪形状の文様。



第５表出土土器観察表（２）

図

番号

１６

1６

1６

1６

1６

１６

１６

1６

1６

1６

1７

１７

1７

１７

１７

１７

１７

１７

1７

１７

1７

１７

1７

１７

1７

図版

番号

２８

２８

２８

２８

２８

２８

２８

2８

2８

2８

2９

2９

2９

2９

2９

2９

２９

2９

2９

２９

２９

２９

２９

2９

2９

枝

番号
次

３３ ２

3４ ３

３５ ２

3６ ２

3７ ３

3８ ２

3９ ２

4０ ３

４１ ３

４２ ３

４３ ３

４４ ２

４５ ２

４６ ２

４７ ２

４８ ３

４９ ２

５０ ２

５１ ２

5２ ３

5３ ３

5４ ２

5５ ２

5６ ３

5７ ２

グリッド

Ｇ-24

J-３５

Ｇ-24

Ｇ-24

J-３７

Ｇ-24

Ｆ-２５

J-３５

J-３７

J-３７

1－４１

Ｅ-１６

Ｅ－ｌ４

Ｅ－ｌ６

Ｅ－ｌ７

Ｋ-３６

Ｅ－ｌ７

Ｆ-２５

Ｇ-25

J-３７

J-４３

Ｆ-２６

Ｅ－ｌ６

J-38

Ｇ-24

層位 遺構名

Ⅲ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

ｄｏｔ

7６７０

1４６９

7５７６

8３３０

１１１９

3４７７

９３４６

１４１８

1７８１

2２８３

8２０５

8３８３

1０４

3２９０

9３５５

5６０２

５６０８

1７８６

2８２２

9３５３

８８１

６０９７

遺物NＣ

1５８８

1２２０

1９３５

2５０２

8５３８

6５４１

1４２

1９４０

３１５３

８５８５

９５７

分類 器種

Ⅳ群

ａ
深鉢

Ⅳ群

ａ
深鉢

Ⅳ群

ａ
深鉢

Ⅳ群

ａ
深鉢

Ⅳ群

ａ
深鉢

Ⅳ群

ａ
深鉢

Ⅳ群

ｂ
深鉢

不明 深鉢

不明 深鉢

不明 深鉢

不明 深鉢

不明 深鉢

不明 不明

Ａ種 不明

Ａ種 不明

Ａ種 不明

Ａ種 不明

Ａ種 不明

Ａ種 不明

Ｂ種 不明

Ｂ種 不明

Ｂ種 不明

Ｂ種 不明

Ｃ種 不明

Ｃ種 不明

部位

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

胴部

底部

底部

底部

底部

底部

底部

底部

底部

底部

底部

底部

底部

胎土・混和材

石英・チャート・泥岩の

砂粒混入。

粘板岩の粗粒混入。

石英・チャートの砂粒と、

金雲母混入。

石英・チャート・泥岩．

粘板岩の砂粒混入。

石英・石灰岩質の微粒と、

泥岩・粘板岩の粗粒混入。

チャート・粘板岩の微粒

を混入。

石英・チャート・粘板岩

の細粒を混入。

石英・泥岩・粘板岩の粗

粒混入。

石英・粘板岩の細粒混入。

石英・チャート・石灰岩

質の粗粒・細粒を混入。

石英・粘板岩の粗粒と、

金雲母の微粒？混入。

石英・粘板岩の粗粒・細

粒を混入。

胎土は比較的堅繊。粘板

岩とチャート？の細粒が

わずかに混入。

石灰岩の砕片、石英．

チャート・粘板岩の粗粒

を混入。

石英・チャート・粘板岩

の細粒・微粒を混入。

石英・チャート・泥岩．

粘板岩の砕片や粗粒を混

入０

石英･チャート・石灰岩．

粘板岩の粗粒を混入。

石英・チャート・粘板岩

の細粒を混入。

石英･チャート・石灰岩・

泥岩・粘板岩・貝殻の粗

粒を混入。

石灰岩質の砕片と､石英．

粘板岩の粗粒･微粒を混入。

石英・泥岩の微粒を混入。

石英・チャート・泥岩．

粘板岩の細粒を混入。

石英・粘板岩の粗粒をわ

ずかに混入。

石英・粘板岩の砂粒と、

金雲母の微粒混入。

石英・チャート・泥岩・粘

板岩・貝殻の粗粒を混入。

－３９－

計測値(単位cm/g）

口径 器高 底径

２５．６

1４．４

1２．４

1０．６

Ｔ
|－
2３．２

7.8

４．４

3.0

６．８

7.0

6.0

6.6

4.0

7.0

6.4

5.8

10.2

施文具

叉状工具

箆状工具

三角形の

箆状、箆

状工具

文様・装飾

無文。外面に器面調整痕あり。

無文。

無文。口縁部を貼り付けるが、

調整は粗い。

無文。外面頚部に指圧痕。

口縁部は肥厚。肥厚部下に箆

状工具による成形痕あり。

無文。

無文０

外面に叉状工具による点刻文。

口唇部に箆状工具による刻目

文◎

口唇部と外面に交差する斜沈

線文。

外面は、先の尖った三角形の

箆状工具による刺突文。

口唇部は箆状工具による斜位

の刻目文。

無文。指圧痕あり。

無文。両面に器面調整の擦痕。

後期土器。縦横に凸帯を貼付。

凸帯貼付時の指圧痕と、両面

に擦痕。

平底◎

平底◎

平底◎

平底。内面、わずかに擦痕有
り◎

平底。底部外面、胴部の立ち

上がり部に擦痕。

指圧痕あり。

平底。胴部への立ち上がりが、

ややくびれている？

後期土器。平底。

平底◎
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２）石器

石斧や磨石など主に縄文時代に使用される石器を本節で紹介する。

石斧（第１８図１～４）

’は厚味があり重量感のある体部からやや狭い刃が付く刃部の資料で、基部は欠損する。

２も全体の半分ほどを失う破損品で斧全面が丁寧に研磨される。定形化した小型の片刃石斧

と推定される。３．４はいずれも刃部を失う基部の資料でいわゆる平面観バチ形の資料と推

測される。村内の調査で石斧が多出した長根原遺跡では当該資料の類品としてＡ類とした小

型バチ形の資料がある。長根原遺跡では当該資料が２／３と主体的に出土している（宮城ほ

か2002)。

磨石・敵石（第18図５～７，第19図８～12）

磨石は形状や打痕の箇所、大きさ等にバリエーションが多い。これは磨石が自然操の形状

をそのまま利用し、使用過程で形状を変化させていると考えられる点に起因する。また製粉

等の「磨る」作業だけでなく敵石としての「敵打」具としても利用されるため本報告では磨

石と鼓石を一括して報告する。

Ａ類(５～８）形状から平面形がいわゆる石鹸状の楕円形となる資料である。大きさと形状

から長軸が１５ｃｍ以上になりやや房i平な５．６、長軸は10ｃｍ前後となり厚みのある７．８に

分けることもできる。前者は磨石としての機能が主となり、後者は磨石と鼓石の機能が具備

されており、周縁部の敵打痕の凹凸が顕著である。

Ｂ類（９～11）拳大で、作業面である平滑な面があまり徹底して磨られておらず、不定形

な形状から自然石に近い。断面略三角形でいわゆるミカン房状となる。１０．１１はいわゆるク

ガニイシ（白木原1978）の形状に近い。

Ｃ類（12）円喋が欠損した資料と目されるが､割れた面が平坦であることからこのまま製品

として使用されたと考えられる。破損面は加工が認められない。湾曲する資料上面の外周に

敵打痕が多く残り、上面の平坦面が作業面となる。

－４４－



第６表出土石器観察表

Ｊ
’
一

‐

－４５－

図番号
図版

番号
枝番号 次 グリッド 層位 遺構名 dot 器種 分類 石質

計測値（cｍ/g）

長さ 幅 厚み 重量
観察

１８ ３０ １ ２ Ｆ-２６ Ⅲ 9４１０ 石斧 変輝緑岩 (8.0） (8.3） (4.0） 3５０
刃部、両刃。刃部のみ研磨。

わずかに使用痕。

1８ 3０ ２ ２ Ｈ-２５ Ⅲ 7８８４ 石斧 緑色岩 (7.1） 2.3 (2.4） ４８．０５

縦方向に割れ、大部分を欠損。

両平面、光沢を有する程研磨。

刃部の稜線は明瞭。

１８ 3０ ３ ２ Ｇ-２５ Ⅲ ４３２２ 石斧 緑色変岩 (5.4） (4.7） (2.1） 84.7
刃部欠損。成形のみで、殆ど

研磨しない。

1８ 3０ ４ ２ Ｈ-24 Ⅲ ７７８３ 石斧 緑色岩 (9.0） (5.3） (3.2） ２０７．７２
刃部欠損。全体的に研磨され、

磨痕も残る。

1８ 3０ ５ ２ Ｇ-２６ Ⅱ ８６５５ 磨石 Ａ類 砂岩 1５．０ 7.5 5.5 7５０

約ｌ／２の欠損。全体的に風

化している。側縁部に敵打痕

を残す。

１８ 3０ ６ ２ Ｈ-24 清掃中 ８５２３ 磨石 Ａ類 砂岩 1６．６ 9.2 5.0 9５０
一平面は光沢を有する程、研

磨。三分の一程欠損？

１８ 3０ ７ ２ Ｅ－ｌ５ Ｉ no,４０９ 磨石 Ａ類 安山岩 1０．７ 7.6 ４．３ 6４０

ほぼ完形の資料。平坦面は平

滑で滑らか。周縁部及び平坦

面中央は敵打痕をもつ。

1９ ３１ ８ ２ Ｇ-２４ Ⅲ 5８８０ 磨石 Ａ類 砂岩 1２．５ 1０．３ 7.0 １，２００

両面とも研磨されているが、

一平面は全体的に敵打痕。一

平面には中央部分に敵打痕が

集中して凹んでいる。側縁は

全体的に敵打痕。

1９ ３１ ９ ２ Ｇ-２５ Ⅲ 敵石 Ｂ類 砂岩 (１０．１） (6.2） (5.3） 3５０ 両平面は研磨。側縁に敵打痕。

1９ ３１ 1０ ３ J-３７ Ｉ 敵石 Ｂ類 砂岩 (7.4） (9.3） (4.9） ４３３．６８

大部分を欠損する資料。自然

円喋を利用した石器、端部に

敵打痕を残す。

1９ ３１ １１ ２
Ｅ‐

１４，１５
Ⅱ SＤ－２ 8５７８ 敵石 Ｂ類 砂岩 (9.5） 6.3 (6.6） ５００ 断面は三角形。端部に敵打痕。

1９ ３１ １２ ２ Ｇ,Ｈ 8４７５ 敵石 Ｃ類 砂岩 1９．２ 1５．７ 5.1 1，８３０

肩平楕円形の石材を半分に割

る資料。平面中央部に研磨面

があるが、敵打痕も残る。側

縁部も敵打痕がある。
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３）貝珠（第20図）

木下尚子（熊本大学）

古宇利原Ａ遺跡で出土した貝珠は合計８個で、いずれも遺物包含層（Ⅲ層）で検出された。

貝珠の一覧を第７表に、実測図を第20図に示した。貝珠の形状、加工状況に注目すると、

これらはよく研磨されたもの（第20図・第７表の１～５，以下同様）と、ほとんど研磨され

ていないもの（６～８）の２種類にわけることができる。同様の貝珠は、これまでに種子島

の広田遺跡でもっとも多く出土しており、そこで３タイプに分類されている。その分類に基

づけば、「よく研磨されたもの」はⅢ類貝珠、「ほとんど研磨されていないもの」はＩ類貝珠

となる（１）（木下2003)。

Ⅲ類貝珠は、穿孔済みの巻貝螺塔部を複数個連結し、砥石の上で回転研磨して得られる製

品で、貝珠はすべて均一な大きさの端整な低い円筒形状をなしている。グラフｌは貝珠の直

径とその最大値と最小値の差、ならびに分類の関係を示したものである。ここでⅢ類貝珠の

直径差がいずれも0.5ｍｍ以下で、正円形に近い形状であること、またこれらは直径が６ｍｍ

のもの（１）とｌＯｍｍ前後のもの（2～6）の２タイプに細分されることを、数値の上で確認

することができる。後者のうち同様の大きさの4例（2～５）は本来一連のものとして製作さ

れた可能性が高い。Ｉ類貝珠の２例（7と８）は、その直径、直径差ともに大きく、これら

が未加工品であることに対応する。

貝珠の素材を見よう。形状から判断すると、第20図の１～５の素材貝は小型のイモガイ類

（同図のc、ｄ、ｅ）であり、同じく６～８の素材貝はマガキガイ（同図のb）である。ａとｂ

はよく似ているが、イモガイ（ａ）は巻貝の「巻き」の高低差が小さいのに対し、マガキガ

イ（ｂ）ではそれがイモガイより明らかに大きく、また貝殻の質も異なるので、両者の区別

は比較的容易である。一般にⅢ類貝珠にはイモガイが使用され、マガキガイが用いられるこ

とはほとんどない。本遺跡においても、この傾向は顕著である。また出土貝珠は表面に小さ

な孔をもつものが多く、これらが海浜で採取されたものであることを示している。

第７表第２次古宇利原A遺跡出土貝珠一覧（第20図に対応）

ＮＣ※１

１２３

出十付置

地点層位
Dot､Ｎｏ．

１１５２６３９３Ｇ２５

２１５３９４１１Ｇ２５

３１５４９３５８Ｇ２５

４１５５８６８３Ｈ２４

５１５６１０９６Ｈ２５

６１５７６９１５Ｇ２４

７１５８１７６６Ｈ２５

８１５９５６３１Ｇ２５

Ⅲ層

６２９３

Ⅲ層
９１６７

Ⅲ層
９３５８

清掃中
８５２４

Ⅲ層
１０２１

Ⅲ層
６８１５

Ⅲ層
１６８９

Ⅲ層
5５３５

直径（ｍ、）

ｌ※２ ２

厚さ（ｍ、）

１ ２

孔径（ｍ、）

１ ２

重さ備考

（９）

6．０９６．０４２．５８１．３９１．４５１．１７０．１
小型イモガイ。打ち上げ貝使用。Ⅲ

類貝珠。

小型イモガイ。研磨が進んだ製品。

一部欠損。Ⅲ類貝珠。
9．６３９．６１１．０３０．８１４．３７４．３４０．１

9.51９．３０１．６０１．２２３．８６３．８３０．２小型イモガイ。Ⅲ類貝珠。

小型イモガイ。上下面研磨。側面に
1２．１１１１．６１２．８７２．４９５．５４５．３４０．４

研磨あるも、いびつ。Ⅲ類貝珠。

小型イモガイ。打ち上げ貝使用。貝
1０．４６１０．０２３．００２．８４３．７２３．５３０．４

珠Ⅲ類。体層の一部がのこる。

マガキガイ。側面に粗い研磨。打ち
9．５７９．３３４．３５２．１５４．９１４．７００．３

上げ貝。Ｉ類貝珠。

マガキガイ。研磨面認められず。自
１７．１８１５．８２４．２３３．１１６．３９６．０９１．４

然のものか。Ｉ類貝珠。

マガキガイ。上下面研磨。側面の研
1４．８２１３．３７６．００５．２０５．１２５．０７１．４

磨なし。打ち上げ貝。Ｉ類貝珠。

※１１：表番号、２：登録番号、３：整理番号※２１：最大値、２：最小値（厚さ、孔径も同様）
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＠

学術調査研究会

グラフ１古宇利原Ａ出土貝珠の直径と直径差（番号は第７表、第20図に対応）

直径差
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今回の貝珠は、すべて目視により検出されている。発掘者の注意力の賜物であるが、一方

で本来かなりの数が遺跡に包蔵されていた可能性をも示唆する。ことに第20図の１の類例
が存在していた可能性は高いといえよう。

（１）Ⅱ類貝珠は、螺塔部を研磨・穿孔した痕跡を残すものである。今回は認められなかった。

木下尚子2003「貝製装身具からみた広田遺跡」『種子島広田遺跡』、鹿児島県立歴史資料センター蕊明館、広田遺跡

④
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１
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８

懲
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轡

戯、
鋤
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＠

トーr－－戸一斗

第20図貝珠と素材巻貝断面図

1～８：出土貝珠（番号は表ｌに対応）

a～ｅ：素材巻貝（海浜で採集したもの）

ａ：オモメイモ、ｂ：マガキガイ、ｃ：サヤガタイモ

ｄ：カバミナシ、ｅ：マダライモ
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貝製品（第21図９．１０）

９は貝製品で貝輪の欠損品と考えられる。摩滅が著しく原材料の貝種は不明であるがゴホ

ウラやイモガイ等の貝と考えられる。端部に孔を穿つ。

１０は貝製品で用途は不明である。菱形に加工された製品。

骨製品（第21図１１．１２）

１１は骨製品でジュゴンの肋骨を利用する。頭部が欠損するがほぼ完形品である。肋骨を

素材とするためゆるやかに湾曲する。残存部の上端には溝を彫るが断続的となる。同様に断

続的な溝を施した資料の類例として地荒原貝塚（70p第39図l）の資料が知られる（島袋ほ

か1986)。この資料の頭部には孔を穿ち孔の下側に浅い溝を彫っている。地荒原貝塚では当

該資料を錐として報告する。当該資料も同用の資料であるが先端は鋭利に尖らせずに丸みが

あることから、善の様な装飾品としての用途も想定できるのではないかと考える。

１２も同様の骨製品でジュゴンの肋骨を利用する。頭部が欠損するため、先端部に近い資料

である。

②冒・

慰閣 州
９ １０

｡の

－５０－

⑩

1１ 一 一一一一

４）貝・骨製品

前項で紹介した貝珠以外の貝製品及び、骨製品を本節で紹介する。

第21図貝製品・骨製品

０

1２

⑩
の

⑩
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５）小結

以上、これまで黒色土居を中心に出土した先史時代の遺物について報告してきた。

遺構としては先の調査のような明確な住居跡などは検出することはできなかったが、前回

調査の住居跡周辺に残存する遺物包含層より多くの遺物を回収することとなった。土器は伊

波式、荻堂式が多く出土し、これよりも古式の要素を持つ嘉徳ＩＡ式や仲泊式、逆に新しい

型式として知られる大山式や室川式土器などが若干得られている。このことから縄文時代後

期並行期を中心とした時期の遺跡であることが再確認された。これは前回調査では８０％が

室川式土器であった点からすると若干古い遺物が多く得られていることとなる。

他の出土品として石斧や敵石などが出土、骨製品や貝製品なども得られている。特筆され

るのは、前回の調査では出土しなかった貝珠が８点得られている点である。貝製の玉は大変

小さく今回の作業員さんが現場で手上げして回収することができた。また、貝珠については

木下尚子先生より詳細なコメントをいただき本報告を充実することができた。木下先生によ

れば、貝珠はマキガイ製と小型のイモガイ製であり、中でも直径が同様の大きさの４例は、

一連のものとして製作された可能性が高いとされる。

－５１－



２グスク時代以降の遺物

1）土器

第22図ｌはグスク時代の土器。丸みをもって胴部へ至る径の広い底部資料である。

２）カムィヤキ

第22図２～４はカムイヤキの胴部資料で２は内外面に格子状の平行線当て具を残す。い

ずれの資料も器壁が比較的薄手となる資料である。

３）中国陶磁

白磁（第22図５．６）

碗（第22図５．６）５は口禿碗の底部資料で腰部以下露胎となり、見込みは凹む。淡緑白

色の紬を施紬。６は見込みを露胎とする粗製の碗で、森田分類Ｄ群（森田1982）に該当する

資料と考えられる。

青磁（第22図８～１４．第23図）

碗（第22図８～１４．第23図15～23）７は無文碗の口縁部資料で、青緑色の紬を厚く施紬す

る。８～１４は細蓮弁文碗の口縁部、底部資料である。今帰仁城跡の発掘調査報告では線刻蓮

弁文碗として３類に細別している（金武ほか'991,以下今帰仁分類)。８～１０は厚い紬を施

紬する比較的均整の取れた蓮弁を描くａ類に該当する資料。１２～１４は弁尻が高台際まで延

びず弁先も比較的雑に描かれる幅広の蓮弁を描くｂ類に該当する資料。１０．１１は口径が比較

的小振りになる資料で、紬は薄く施紬、蓮弁が崩れ細く短い蓮弁を統一性無く描かれるｃ類

に該当する資料である。１５は今帰仁分類で、波涛文碗とした資料に該当する。１６は口縁部

外面に雷文を施す資料で型押しによるスタンプと、内面には人物図を描いている。１７は直口

大振り碗とした資料で、直口する口縁が逆ハの字形に外開きする器形。外体面には輔穂痕を

明瞭に残す。１８．１９は無文の直口口縁の碗で今帰仁分類の無文直口碗、上田分類のＥ類（上

田1982）に該当する。２０～21は碗の底部資料である。体部の大半を欠くため分類は不詳で

あるが底径がいずれも小さくなることから細蓮弁文碗もしくは雷文帯碗・無文直口碗等が想

定される。２０は摩滅の著しい資料、見込みには印花文が施される。２１．２２は比較的厚く施紬

し、高台内から見込みまでの厚みがある資料で両者とも見込みに型押しして文様が描かれる。

皿（第23図24～29）２６は口縁部を逆Ｌ字状に折曲げる今帰仁分類口折皿Ⅱ群の資料で、浅

い片切彫りで弁先の尖らない蓮弁文を描く資料である。２５～27は腰折れ外反皿で、２５は内

外面に文様は描かれず無文となる。２６．２７はいずれも口縁部を刻み稜花とするとともに、内

体面には浅い刻文によって施文される。２８．２９は口縁の直口する資料で、前者は内面に細い

蓮弁文を密に配し、後者は内外面無文となる。

盤（第23図30）３０は径の広い底部資料で盤になると判断される。高台は面取りされた角高

台で、施紬は厚くなる。見込みに花文が押印される。

－５２－



第８表出土陶磁器観察表（土器・カムィヤキ・白磁・青磁）

図

番号

2２

２２

２２

２２

２２

２２

２２

2２

2２

2２

2２

2２

2２

2２

2３

2３

２３

２３

２３

２３

２３

2３

2３

2３

2３

2３

2３

2３

2３

2３

図版

番号

３３

３３

３３

3３

3３

3３

3３

3３

3３

3３

3３

3３

3３

3３

3４

3４

3４

3４

3４

3４

3４

3４

3４

3４

3４

3４

3４

3４

3４

3４

枝

番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

1２

１３

1４

1５

1６

1７

1８

１９

2０

２１

2２

2３

2４

２５

2６

２７

2８

2９

3０

次 グリッド 層位

２
Ｅ－ｌｌ

１２，１３
Ⅱ

２ Ｄ－ｌ４ 撹乱

３ J-３６ Ⅲ

３ J-３８ Ⅲ

２ Ｄ－ｌ４ 撹乱

２ Ｅ－ｌ５ Ⅱ

２ Ｅ－ｌ４ Ｉ

２ Ｄ－ｌ２ Ⅱ

２ Ｄ－ｌ５ 撹乱

２ Ｄ－ｌ２ Ⅱ

２ Ｄ-１５ 撹乱

２ Ｄ－ｌ５ 撹乱

２ Ｄ-１３ Ⅱ

２ Ｄ-14 畦

２ Ｄ－ｌ２ 撹乱

２ Ｇ-２５ Ⅱ

２ Ｄ－ｌ５ Ⅱ

２ Ｄ－ｌ５ Ⅱ

２ Ｄ－ｌ５ Ⅱ

３ 1－４３ Ⅱ

２ Ｅ－ｌ４ Ｉ

２ Ｅ－ｌ５ Ⅱ

２ Ｄ－ｌ５ Ⅱ

２ Ｄ－ｌ４ 畦

２ Ｄ-14 畦

２ Ｄ－ｌ３ Ⅱ

２ Ｄ－ｌ５ Ⅱ

２ Ｅ-２４ Ⅱ

２ Ｄ－ｌ４ Ⅱ

２ Ｄ-１２ Ⅱ

遺構名

SS4

シャコ

貝集積

シャコ

貝集積

シャコ

貝集積

pit､７６

dot

9８３５

1２３

9６９

8５９５

9２３６

9６７４

8４２４

9６７８

9７１８

遺物
ＮＣ

分類

2８ グスク土器

カムィヤキ

カムィヤキ

ｶムィヤキ

9８２５ 白磁

白磁

１２ 青磁

9７００ 青磁

1０１５５ 青磁

9８２３ 青磁

1００２６ 青磁

1００２６ 青磁

9７７１ 青磁

1０１９０ 青磁

9８２２ 青磁

青磁

lＯｌ５７ 青磁

青磁

９７４０ 青磁

青磁

８８ 青磁

青磁

青磁

1０１９０ 青磁

1０１５６ 青磁

９６８１ 青磁

９８１９ 青磁

９７０５ 青磁

青磁

9４３２ 青磁

器種 部位 口径

不明 底部

不明 胴部

不明 胴部

不明 胴部

碗 底部

碗 底部

碗 口縁部 1５．４

碗 口縁部 1３．８

碗 口縁部 1３．２

碗 口縁部 1１．０

碗 口縁部 1２．４

碗 口縁部 1２．２

碗 口縁部 1４．２

碗 底部

碗 口縁部 1２．４

碗 口縁部

碗 口縁部 1８．４

碗 口縁部 1５．８

碗 口縁部 1１．４

碗 底部

碗 底部

碗 底部

碗 底部

皿 口縁部 1１．４

皿 口縁部 1１．６

皿 口縁部 1１．４

皿 口縁部 1１．２

皿 口縁部 9.3

皿 口縁部 9.7

盤 底部

－５３－

器高 底径

1７．８

3.8

6.4

４．２

ｌ－ｌ
ｌ_－

5.0

４．６

４．８

7.8

紬調・絵付

焼成良。

焼成不良。

焼成良。

腰部まで施紬。

外面は腰部まで施紬。

見込は露胎となる。

紬は、やや厚く施

軸。貫入なし。

全体的に均一な厚

さで施紬。

貫入あり。

貫入あり。

貫入あり。

貫入あり。

貫入あり。

粗い貫入あり。

高台内側は無軸。

薄い緑黄色の紬を

施紬。

明緑色の紬を施紬。

貫入あり。

粗い貫入あり。

貫入あり。

摩滅が激しく、割

れも角を減らし丸

くなる。

高台外面まで薄う

紬を施紬。

貫入あり。全体的に

施紬するが、高台内

側は蛇の目状に紬を

掻き取る。

貫入あり。高台内

側は蛇の目状に紬

を掻き取る。

貫入あり。

貫入あり。

粗い貫入あり。

粗い貫入あり。

粗い貫入あり。

粗い貫入あり。

高台内は､蛇の目

状に紬を掻き取る。

文様・装飾

なし

格子状の叩き痕が

外面に残る。

横位の平行線叩き

痕が外面に残る。

内面は水引きナデ

による横方向の条

線が残る。

内底に片切彫りに

よる圏線。

内底に圏線、重ね

焼きの目痕有り。

文。

外面に細連弁文。

内底にも文様あり。

細連弁文。

細連弁文。

外面に細連弁文。

内底にも文様あり。

細連弁文。

細連弁文。

外面に細連弁文。

見込みに印花文。

外面口縁部に波涛

文◎

口縁部に雷文帯押

印､胴下半は片切

彫りによる文様。

内面に人物図。

無文 ◎

文。

文◎

見込みに印花文◎

焼成不良のため文

様については不明。

内底に印花文。

内底に幾何学文を

押印する。

外面に蓮弁文。

無文 。

内面に片切彫りに

よる刻花文｡稜花皿。

内面に片切彫りに

よる刻花文｡稜花皿。

内面に連弁文◎

無文 ◎

見込みに印花文。

備考

グスク土器。

内面に器面調

整の痕が残る。

薄手

薄手

薄手

口禿碗

内底無紬碗

無文外反碗

線刻蓮弁文

碗ａ類

線刻蓮弁文

碗ａ類

線刻蓮弁文

碗ｂ類

線刻蓮弁文

碗ｂ類

線刻蓮弁文

碗ｃ類

線刻蓮弁文

碗ｃ類

線刻蓮弁文

碗ｃ類

波涛文碗

雷文帯碗ｂ

直口大振り

碗

無文直口碗

無文直口碗

文直口も

しくは雷文

帯等

線刻蓮弁文

碗？

無文直口も

しくは雷文

帯等

無文直口も

しくは雷文

帯等

口折皿Ⅱ群

腰折外反皿

腰折外反皿

腰折外反皿

直口口縁皿

直口口縁

無文皿
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第９表出土陶磁器観察表（

Ｊ
１

ｌ
ｌ
ｌ
|率

-’

青花（第24図）

碗（第24図１～９）１は今帰仁分類のⅢ類ｃ、小野分類Ｃ群（小野1982）に該当する資料

で、口縁部は内湾しながら外に開き、外対面には目の荒い豹皮文を描く。呉須のは色は淡い。

２．３は底部資料で今帰仁分類Ⅲｂ、小野分類Ｃ群に該当する。腰部には芭蕉文を見込みに

は蓮花文を描く。４．５は今帰仁分類Ｖ類、小野分類Ｄ群に該当する。４は口縁部資料で口

縁外面に崩れた波涛文を描き体部の文様は不詳。５は広い見込みに十字文を描く底部資料で、

外面にはアラベスク文が描かれる。６は今帰仁分類Ⅵ類、小野分類Ｅ群に属する資料である

と目される。見込みの盛り上がりは明瞭ではないので判然としないが当該分類に属すると判

断される。見込みの模様は不明だがグミ技法によって花文等の文様が描かれていると考えら

れる。

皿（第24図７～９）７は外反させる口縁部を外反させる資料で外反皿と考えられる。外面

は唐草文？を描く。８は外反する口縁部の小片で外面に唐草文を描き、内面見込みには波涛

のような半円を繰り返したような文様が見られる。今帰仁分類Ｉ類に該当する。９は碁笥底

の皿で、今帰仁分類Ⅲ類に該当する。外面腰部には芭蕉文を、口縁には波涛文を描き、見込

みにはねじ花文を描く。

-‐ ‐

5６

図

番号

図版

番号

枝

番号
次 グリッド 層位 遺構名 dot

遺物

ＮＣ
分類 器種 部位 口径 器高 底径 紬調・絵付 文様・装飾 備考

2４ １ ２ Ｅ-１５ Ⅱ 8５８１ 青花 碗 口縁部 1４．３
淡青白色の紬を薄

く施紬。

外面胴部に豹皮状

の文様。内面腰部

に線刻による圏線。

Ⅲ類Ｃ，

小野Ｃ群

2４ ２ ２
Ｅ－ｌｌ

1２，１３
Ⅱ 青花 碗 底部

推定

5.4

畳付から高台内側

途中までは露胎。

外面胴部に芭蕉文、

高台脇に界線。内

底は二条の界線内

に蓮花文。

高台下部欠

損。Ⅲ類、

小野Ｃ群。

2４ ３ ワ
ー Ｇ-２６ Ⅱ 8８６４ 青花 碗 底部 5.2

白黄色の薄い紬を

施紬。

外面胴部に芭蕉文、

高台脇に二条の界

線、内底は二条の

界線内に蓮花文。

Ⅲ類、

小野Ｃ群。

2４ ４ ２ Ｄ－ｌ４ 畦 1０１５６ 青花 碗 口縁部 1１．６
淡青白色の紬を薄

く施紬。

口唇部外面に二重

の連点文。胴部に

草花文？

Ｖ類、

小野Ｄ群。

５ ２ Ｅ－ｌ４ Ⅱ 8５３８ 青花 碗 底部 5.3
淡青白色の紬を薄

く施紬。

外面腰部にアラベ

スク文。見込みに

Iま十字花文。

Ｖ類、

小野Ｄ群｡

2４ ６ ワ
ー Ｄ－ｌ４ 畦 1０１５６ 青花 碗 底部 6.6

淡青白色の紬を薄

く施紬。畳付は露

胎◎

見込みと胴外面に

は文様が描かれる

ようだが、図柄は

不明。

Ⅶ類◎

2４ ７ ２ Ｄ－ｌ４ 畦 1０１５６ 青花 皿 口縁部 1２．５
淡青白色の紬を薄

く施紬。

口縁部内面に鋸歯

状の文様。外面胴

部に宝相華唐草文。

Ｉ類、

小野Ｂ群。

2４ ８ ２ Ｄ-１２ Ⅱ ９７６９ 青花 皿 口縁部 8.4
淡青白色の紬を薄

く施紬。

外面に宝相華唐草

文、内面に波涛文

状の文様。

Ｉ類、

小野Ｂ群。

2４ ９ ２ Ｄ－ｌ５
Ⅱ

－

シャコ

貝集中

９９４０

1００２８
青花 皿 完形 9.4 2.7 2.4

淡青白色の紬を薄

く施紬。畳付は露

胎。

外面には口縁に波

涛文、腰部に芭蕉

文。見込みには菊

花文が描かれる。

Ⅱ類、

小野Ｃ群。
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４）タイ陶磁

褐粕陶器（第25図２～５）

壷２～４はタイ産の褐紬陶器でいずれも壷形の資料である。２は頚部資料で３．４は口縁

部資料雲である。口縁部資料の形態からいずれもノイ川窯系の資料と目される。復元径は小破

片の為暖昧であるが、２は容量２～３斗の大型壷、３は１斗以下の中型の長胴壷と考えられ

る。

鰹蟹

－５７－

褐粕陶器（第25図１）

壷１は褐粕陶器の壷で今帰仁城跡出土品にも類例を見ることのできる資料である。口縁部

上端は重ね焼きの為に露胎している。肩部には横耳が取り付く。破片資料のため全形は不明
である。

遊簿
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､瀞|薯
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第24図青花
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第10表出土陶磁器観察表（褐粕陶器・タイ陶磁）

／

リ
2５ １ ｕ

J） 〔)
3６

ワ３ Ⅱ

『〕
2５ ４

［
、２ ５ ２

『｡

←

４

〆

－５８－

Ｉ

一一一一一一」
一

一

／

’

鉄絵（第25図５）

合子５は合子の身で同形の資料が今帰仁城跡からも出土している。高台はハの字形に開き、

鉄絵による太線によって文様が廻る。見込みは施紬されるが、上方は露胎しているようであ

る。

１

第25図褐粕陶器・タイ陶磁

、〆

２、

、

（

５

０ lOcm

・
一
醒
一
》一

一

塔
晦
”
ｍ
Ｌ３

、
ノ

‘〃』仁

凶

番埼

”
、
Ｊ

宇
・
１

，
で
〆
】

５２

図版
稀弓

ﾗ６

３６

3６

３６

伎

番汚
ツリッ！

且〕-１２

Ｄ-１５

Ｄ･』２

Ｄ‘･上４

Ｄ－Ｍ

Ｉ〕-１４

，．１５

層付

撹乱

砿乱

畦

撹乱
シ・や：Ｉ貝

集:1M

世描 dｏｔ
遺物

ＫＯ

9６９９

二(１０８５

９７００

９８３

1０１９０

９８３８

１０】９２

分頗

褐紬

掲軸

褐細

褐紬

鉄

極

砥

壷

壷

壷

子身

部位

【】緑部

頚部

:I縁部

I]緑部

底部

:Ｉ径

】１０

1７．０

】３４

高 康径

5.5

帥訓・絵肘

ｎ唇部の紬は七

、‘ている。

内1ｍは無粕｡

内・外lniとも施

軸。

内・外面とも施

軸。

内底は施紬。

外而腰部，登付

から内側は無測1.

文様･装飾

横耳が付く。

外而腰部に

鉄紬で界線。

その上から

白色紬を施

軸。

備考

L1;凶

タイ（ノイ

川窯系）

タイ（ノイ

,I|窯系）

タイ〈ノイ

Ⅱ:窯系〕

タイ



５）中国陶磁（清朝磁器）

中国陶磁の中で清代に製造されたと考えられる資料を以下に報告する。

青花（第２６．２７図）

碗（第２６．２７図）ｌ～５は粗製の碗で直口する口縁で端反りのものと、直口のものがある。

呉須の発色も淡い。４は底部資料で蛇の目状に露胎し外面には大振りの花文が描かれている。

６．７は端反りの小型碗でほぼ同形の資料で、前者が口縁、後者は底部資料である。外面に

は口縁部に渦巻きを連続して描き、胴部には吉祥文字と花文（編幅？）が描かれる。腰部に

はラマ式蓮弁文を配し、底裏銘が書かれるが判読不明である。

８は大振りの碗で、あるいは鉢とするべき資料である。高台の破片資料のため全形は不明

であるが、見込み中央の「高」の字が円内に施された部分のみ施粕し、見込み周縁は露胎と

なる。９～１４は高台は高く端部を三角形に削り露胎させる。底裏面には「和美」の銘が施さ

れる。外面の文様には簡略化した蓮弁を腰部に配し、主文様は「寿」字を連続的に配置し、

大振りの花（梅？）が描かれる。１３．１４は小片のため分類しかねるが同形の資料と考える。

後者１４は見込みが露胎する。６．７．９～１４は徳化窯系の製品と考えられる。

第11表出土陶磁器観

図

番号

2６

2６

2６

２６

２６

２６

２６

２６

2７

2７

2７

2７

2７

2７

図版

番号

3７

3７

3７

3７

3７

３７

３７

３７

３８

３８

３８

3８

３８

３８

枝

番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

1１

1２

1３

１４

次 グリッド

２ Ｄ-１３

２ Ｅ-１６

２ Ｄ-１３

２ Ｅ－ｌｌ

３ 1－４３

２ Ｄ－ｌ３

２ Ｄ-１３

３ 1－４３

２ Ｄ－ｌ４

３ 1－４２

２ Ｄ－ｌ４

２ Ｄ－ｌ４

３ 1－４３

３ J-４３

層位

Ⅱ

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

撹乱

撹乱

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

(清朝磁器）

遺構名

‐

－

dot

9４３６

8５７０

-‐
9４７３

9４５５

９４５６

9４５４

遺物

ＮＣ

９７０２

3０

9７０７

９７２１

9７０１

-‐

分類 器種 部位 口径

染付 碗 口縁部 1２．８

染付 碗 口縁部 1２．６

染付 碗 口縁部 1３．４

染付 碗 底部

染付 碗 底部

染付 小碗 口縁部 9.6

染付 小碗 底部

-‐染付
碗

(鉢）
底部

染付 碗 完形 1１．６

染付 碗 口縁部 1２．２

染付 碗 完形 1４．６

染付 碗 底部

染付 碗 底部

染付 碗 底部

5９

器高 底径

7.8

7.2

6.8

4.0

1.9

－ １１．６

5.7 6.6

6.7 5.4

6.4

６．８

観察所見

灰白色の紬を施紬。両面に粗い貫入。外而の

文様は簡略化された模様を描く。

両面に貫入あり。臼化粧の上に淡い呉須によ

る絵付。

光沢のある淡青白色の紬を施紬。口縁部は薄

く鉄錆び色に施紬される。外面は淡い青色の

染付による模様を施す。

灰白色の紬を薄く施紬。両面に貫入あり。見

込みの紬は蛇の目状に掻き取る。高台は無紬。

外面に描く文様は不明､花文か？

高台脇から畳付までは無紬。見込みは蛇の目

状に紬が施紬されている。染付としたが、胴

部を欠き呉須による絵付けは認められないた

め、白磁とも考えられる。

淡青白色の紬を施紬。外面口縁に渦巻き文帯、

腰部に蓮弁文、胴部には寿字文と梅花もしく

Iま蛎蛎のようなモチーフの文様を描く。

淡青白色の紬を施紬。腰部に蓮弁文を描く。

６の資料と同一個体の可能性がある。

淡灰白色の紬を施紬。畳付は露胎。見込みも

蛇の目状に紬がかかる。高台脇に淡い呉須に

よる線文が廻り、見込みにも同様の圏線が施

される。見込み中央には「高」の文字が押印

される。

淡青色による紬を施紬。外面胴部には寿字文

が書かれる。腰部には簡略化した蓮弁を配す。

高台内に｢和美｣字が書かれる。

淡青色による紬を施紬。外面胴部には寿字文が

描かれる。外反碗で前者９よりも外反は弱い。

淡青色による紬を施紬。外面胴部には寿字文

と梅花文が描かれ、腰部には簡略化した蓮弁

を配す。高台内に「和美」字が書かれる。

淡青色による紬を施紬。外面腰部には簡略化

した蓮弁を配す。高台内に「和美」字が識か

れる。

黄灰白色の紬を施紬｡畳付けは露胎｡高台内と

見込みに銘と文様が施されるが不明。

淡青色による紬を施紬。外面腰部には簡略化

した蓮弁を配す。見込みは蛇の目状に紬剥ぎ

される。
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第26図清朝磁器（１）
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６）本土産近世陶磁（第28図）

本土産の陶磁は近世～近代のものがあるが、概して近世期に生産されたと考えられる資料

と、近代（から現代）に生産されたと考えられる資料を図示する。

染付

碗（第28図１～５）１～５は伊万里や波佐見地方で生産されたと考える肥前磁器の染付碗

である。いわゆる丸碗といわれる張りのある腰部で口縁がやや外開きとなる資料が多い。１

は体部に簡略化した山水図？を描く口縁部資料。２は雲竜文？を描いた口縁部資料である。

３は胴部資料で、山水図を描いたものと考える。４．５は底部資料で、前者は器壁が厚く、

後者は薄手のつくりとなる。４は高台脇に圏線が廻り見込みは簡単な文様が描かれる。５は

畳付に砂が付着する。

瓶（第28図６）６は本土産の染付瓶の底部資料と考えられる。内体面と畳付は露胎となる。

また、高台脇に圏線が描かれる。

白磁（第28図７）

瓶(第28図７）７は本土産の白磁瓶の底部資料と考えられる。但し、資料の上方に文様が描

かれるとも考えられる。内体面と畳付は露胎となる。

陶器（第28図８～11）

碗（第28図８．９）８は外面に銅緑紬を施すが腰部は露胎となる小碗。９は素地はやや精

製され、淡黄灰色の紬を全面施紬する。高台の小さな小碗である。

皿（第28図１０．１１）１０は内面に銅緑紬を施し蛇の目紬剥ぎとする小皿と目される。１１は見

込みが広く胴部から屈曲し口縁部が内抱え状になったもので、見込みは蛇の目紬剥ぎとなる。

見込みの施粕は銅緑紬と鉄紬を掛け分け、外面は腰部以下露胎となる。

７）本土産近・現代陶磁（第29図）

猪口（第29図12）１２は型成形による内面白色、外面瑠璃色の紬によって掛け分ける。

碗（第29図13）１３は畳付けを除き総粕。口縁部外面に緑色の圏線を２条施文。戦時中の統

制経済下の陶磁器に近似する。１４も同様の器形で外面に染付によって文様を描くが文様部

分の大部分を欠くため不明。１５は銅板刷りの小碗で腰は豊かに張り直口口縁となる。緑色

と茶色で文様を描く。１６はクロム青磁の小碗。腰部からやや外側に開き直口口縁となる。

外面にはトビガンナによる文様を施す。１７は白磁器の碗。１８は型紙刷りの外反碗で、１９は

直口碗。愛媛県砥部産の資料と考える。

皿（第29図20）２０は染付による風景図を見込みに描いた皿で、畳付けを除き総紬。

瓶（第29図２１．２２）２１は褐色粕を施紬した陶器瓶の口縁部資料。２２は底部資料である。

－６２－
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第12表出土陶磁観察表（本土産陶磁）

図

番号

図版

番号

枝

番号
次 グリッド 層位 遺構名 dot

遺物

ＮＣ
分類 器種 部位 口径 器高 底径 紬調・絵付

2８ 3９ １ ２ Ｄ－ｌ５ 撹乱 9８２６ 染付 碗 口縁部 1６．４

淡灰
広い
描く
資料

白色の紬を施紬。直口口縁の口径の
碗。胴部外面に簡略化した山水図を
◎

力。
肥前磁器Ⅲ期（1640～1650年代）
？

2８ 3９ ２ ２ Ｅ-１５ Ⅱ 8６６０ 染付 碗 口縁部

施紬。直口口縁の口径の
面に簡略化した竜文？を

の紬を
胴部外
前磁器：Ⅲ期（1640～1650年代）

白色
碗。
。肥
か？

淡灰
広い
描く
資料

２８ 3９ ３ ２ Ｄ－ｌ３
石除

去後
９９９８ 染付 小碗 胴部

淡青白色の紬を施紬。腰部の屈曲部の資
料で外面に簡略化した山水図を描く。

2８ ３９ ４ ２ Ｅ－ｌｌ Ⅱ 8５６９ 染付 碗 底部 ４．６

淡青白色の紬を施紬。厚みのある底部資
料で、見込みに簡略化した文様を施文モ
チーフは不明。畳付けに砂粒が付着。

2８ ３９ ５ ２ Ｄ－ｌ４ Ⅱ SＸ－９ 9８２１ 染付 碗 底部

淡青白色の紬を施紬。薄手の底部資料で、
見込みと外面胴部に簡略化した文様を施
文モチーフは不明。畳付けに砂粒が付着。
肥前磁器Ⅲ期（1640～1650年代）資料
力】？

2８ 3９ ６ ２ Ｅ-１６ Ｉ 2０３０ 染付 瓶 底部 4.2

淡灰白色の紬を施紬。発色の悪い黒褐色
の呉須で高台脇に線を廻らせる。器内は
無紬。

2８ 3９ ７ ２ Ｅ-14 Ｉ ４１４

白磁も

しくは

染付

瓶 底部 4.4

淡青白色の紬を施紬。低い高台からやや
丸みをもって上部へ立ち上がる。器内は
無紬。施文は不明。

2８ 3９ ８ ２ Ｅ-１３ Ｉ ３
施紬

陶器
碗 底部 4.8

外面は銅緑紬による施紬。内面は灰軸が
流し掛けされるため見込みは露胎。高台
脇から底部は露胎。

２８ 3９ ９ ２ Ｄ－ｌ４ Ⅱ 9４６５
施紬

陶器
碗 底部 3.8

黄灰白色の紬を施軸した陶器の丸碗。素
地は黄白色。文様等は大半を欠くため不
明。

2８ 3９ １０ ３ 1－４３ Ⅱ
施紬

陶器
皿 底部 4.4

内面は銅緑紬による施紬で、見込みが蛇の
目状に紬剥ぎされる。外面は灰紬、高台脇
から底部は露胎。高台脇、高台内にトビガ
ンナ痕あり ◎

2８ 3９ １１ ３ 1－４３ Ⅱ
施紬

陶器
皿 底部 5.8

銅緑紬と鉄紬による掛け分け。見込みは
蛇の目状に軸剥ぎされる。口縁部を折る
口折れの皿。内野山窯Ⅳ期資料か？

2９ 4０ １２ ２ Ｄ－ｌ５ Ⅱ 9９４０ 瑠璃紬 小杯 完形 ４．２ 2.6 0.9
内面は透明軸を、外面は瑠璃紬を掛け分け
る。畳付けに砂粒が付着する。

2９ 4０ 1３ ２ Ｄ－ｌ２ 撹乱 9７１１
近代

磁器
碗 完形 8.0 ４．５ 4.6

畳付けを除いて透明紬が薄く施紬される。
素地は白色。口縁に２条の線が緑色で施
される。

2９ ４０ １４ ３ 1－４２ Ⅱ
近代

磁器
碗 完形 8.0 4.8 3.6

畳付けを除いて透明紬が薄く施紬される。
素地は白色。体部にコバルトで絵付けさ
れるがモチーフは不明。高台内には銘が
書かれる。

2９ ４０ 1５ ２ Ｄ－ｌ４ 撹乱 9７３１
銅板

刷り
碗 完形 7.0 4.4 3.0

銅板刷りの碗で、絵付けは緑と茶褐色で、
モチーフは緑が菊唐草と文字、茶褐色が菊
花を描く。

2９ ４０ １６ ２ Ｄ－ｌ４ 撹乱 9７７２
コパル

ﾄ青磁
碗 完形 7.8 4.3 2.8 体部に縦位のトビガンナが施される。

2９ 4０ １７ ２ Ｄ－ｌ３ Ⅱ 9９６０ 白磁 碗 完形 8.2 ４．２ 3.2
白磁の外碗で型造りによる製品。産地は
不詳。

２９ 4０ 1８ ２ Ｄ-１２ Ⅱ ９５８１
型紙

刷り
碗 完形 1３．８ 6.5 3.0

型紙染付の外反碗で、いわゆるスンカンマ
カイと沖縄で呼称される碗磁器碗。産地
は砥部と推測される。

2９ 4０ １９ ２ Ｅ－ｌ４ Ｉ 1２
型紙

刷り
碗 口縁部 １１．４

型紙染付の直口碗で、いわゆるスンカンマ
カイと沖縄で呼称される磁器碗。産地は
砥部と推測される。

2９ ４０ ２０ ２ Ｇ-２５ Ｉ ８８２７
近代

磁器
皿 完形 1３．０ 2.7 3.0

畳付けを除いて透明紬が薄く施軸される。
素地は白色。体部にコバルトで山水図が
絵付けされる。

2９ ４０ ２１ ３ 1-43 Ⅱ
施紬

陶器
瓶 口縁部 2.8

褐色紬の陶器の壷口縁部。内面は口縁部
上部のみ施紬され器内は無紬。

2９ ４０ ２２ ３ J-４３ Ⅱ
施紬

陶器
瓶 底部 ４．４

褐色紬の陶器の高台資料と推測される
小片のため一部軸垂れが高台脇に残る
内面は無紬。

。
◎
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８）沖縄産陶器（第30図）

沖縄産陶器は大別して焼締陶器の「荒焼」と施紬陶器の「上焼」そして素焼きの「アカム

ヌー」などがある。それぞれ様々な器種が生産されている。

焼物の分類毎に以下に紹介する。

荒焼（第30図１～６）１．２は火取り（もしくは火入れ)で直口する口縁部を逆Ｌ字形に折

り曲げる口造りとなる。口造りはｌが上面に凹線がまわるが､２は簡素に仕上げる｡耳は方形

で１は厚みは無く、２は厚みを持って付けられる。３は髪もしくは壷の底部資料である。４は

壷の口縁部資料で端部は方形となる。５．６は擢鉢で､前者は口縁部を折り曲げ外面下部がや

や肥厚しＦ字形になる。内面は刷り目が間隔を持って施されている。後者は口縁部を逆Ｌ字

形に折り曲げる揺り鉢で､刷り目は間隔を持って施されるが､その間隔は前者に比べ狭くなる。

上焼（第30図・第３1図・第３2図7～30）７は油壷の口縁から胴部上半の資料である。口縁

部上面が露胎し外面にはやや厚い飴紬を施紬する。逆Ｌ字に肥厚する。胴上部に耳が付され

る。８は鍋と推測される口縁部資料で、直口する口縁部に屈曲する蓋受部をつくる。蓋受け

部は露胎し全体に褐色紬を薄く施紬する。

９～20は碗で施紬によって、灰紬の単掛け（９～１２)、灰粕に白色の絵付け（13)、黒色

紬の単掛け（１４)、内面は白化粧後に透明紬、外面黒色粕を掛け分け（15)、白化粧に透明粕

（１６～18)、白化粧にコバルトの絵付け（19)、褐色紬と白化粧に透明紬の掛け分け（20）

などがある。９～１２は高台脇から口縁にかけて直線的に開く器形で全体的な器形で、口縁部

を僅かに外反させる資料（９）と直口し口唇が舌状になる資料（１０．１１）がある。いずれも

内外面の上半部のみ施紬し下半部が露胎する「フィガキー」の手法による。１９は小碗で白化

粧後に透明紬を施紬、コバルトによる円形の文様を大振りの点描によって描く。２１は体部を

面取する角杯で白化粧後透明紬を施紬、内面や蛇の目状に紬剥ぎする。２２は大形の鉢で、い

わゆる「ワンブー」と呼称される資料である。外面を飴紬、外面を白化粧を施し透明紬で掛

け分ける。高台が露胎となり、見込みは蛇の目紬剥ぎし露胎とする。２３はいわゆるチュー

カーの蓋と推測される資料である。白化粧に透明紬、上面には孔が穿たれ、鋸歯状の線彫り

に鉄紬と呉須によって装飾される。

２４はチューカー（もしくはカラカラ等）の注ぎ口部分の破片資料である。内面は露胎、外

面は白化粧に透明紬が掛けられ、注ぎ口の継ぎ部分には緑紬が流し掛けされ、上部に呉須に

よる装飾が見られるがモチーフは不明である。２５は器種は不明だが蓋の破片資料。内面は

露胎し、蓋上部に褐色紬が掛けられる。素地は第30図７の油壷に似ている。２６．２７は火取り。

前者は文様は施文されない、口縁上面は露胎全面に飴紬紬が施紬される。後者は腰部から口

縁、口縁内面の上部まで飴紬が施紬される。体部には線彫りで笹文が描かれる。２８は飴粕の

壷（徳利？）でゆるやかに張りのある胴部から短い頚となり口唇部を肥厚させる。２９は袋物

の底部資料で、豊かに張りのある胴部から油壷や徳利、チュカーなどが想定される。外面腰

部まで厚い黒紬が掛けられ、内面は露胎となる。

アカムヌー（第32図３１．３２）陶質土器で方言ではアカムヌーと呼ばれている。３１は蓋で如

意頭形の摘みがつく。３２は器種不明の口縁部資料で口唇部を小さく肥厚させる。

－６６－



第13表出土陶器観察表（沖縄産陶器）

図

番号

３０

3０

3０

3０

3０

3０

3０

3０

３１

３１

３１

３１

３１

３１

３１

３１

３１

３１

３１

３１

３１

３１

3２

3２

3２

3２

3２

3２

3２

3２

3２

3２

図版

番号

４１

４１

４１

４１

４１

４１

４１

４１

４２

４２

４２

４２

４２

４２

４２

４２

４２

４２

４２

４２

４２

４２

４３

４３

4３

４３

４３

４３

４３

４３

４３

４３

枝

番号
次

１ ３

２ ２

３ ３

４ ２

５ ２

６ ３

７ ２

８ ３

９ ２

1０ ２

１１ ２

1２ ２

１３ ２

１４ ２

1５ ２

1６ ３

1７ ２

１８ ２

１９ ２

２０

２１

２２ ２

2３ ２

２４ ２

2５ ３

２６ ３

2７ ２

2８ ２

２９ ２

3０ ３

３１ ２

３２ ２

グリッド

1－４３

Ｅ－ｌ５

Ｅ－１６

1－４２

Ｄ－ｌ４

Ｅ－ｌ３

1－４２

Ｄ－ｌ４

1－４３

Ｄ-１３

Ｄ－ｌ２

1３

Ｄ－ｌ３

Ｄ－ｌ４

Ｄ－ｌ２

Ｄ－ｌ３

Ｄ-１２

1－４３

Ｄ－ｌ４

Ｄ－ｌ２

Ｄ-１３

Ｅ－ｌ３

Ｅ－ｌ６

Ｄ－ｌ４

Ｈ-２７

Ｅ-１５

1－４３

1－４３

Ｄ－ｌ４

Ｄ-１２

Ｄ-１４

1－４３

Ｄ-１２

Ｄ-１３

層位

Ⅱ

Ⅲ

撹乱

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

撹乱

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

撹乱

Ⅱ

撹乱

撹乱

Ⅱ

Ｉ

Ｉ

撹乱

Ｉ

Ｉ

Ⅱ

Ⅱ

撹乱

撹乱

撹乱

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

遺構名 dot

9４３９

９５８２

遺物

ＮＣ

2６

8５８５

9９６３

9９６３

9８３１

9７２１

9４４０

9７２５

9７００

9８８１

9８２２

9５２５

9８２２

9８８１

1０９０

9７３１

8７９４

２４

9７３１

９８２５

９７４５

9６６９

9７０３

9５８１

分類

荒焼

荒焼

荒焼

荒焼

荒焼

荒焼

上焼

上焼

上焼

上焼

上焼

上焼

上焼

上焼

上焼

上焼

上焼

上焼

上焼

上焼

上焼

上焼

上焼

上焼

上焼

上焼

上焼

上焼

上焼

上焼

アカム

ヌー

アカム

ヌー

器種

双耳

火取

双耳

火取

壷もし

くは喪

壷

擢鉢

播鉢

壷

喪もし

くは鉢

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

小碗

角杯

鉢

チュー

カー

チュー

カー

不明

不明

火入れ

瓶

瓶

瓶

蓋

壷

部位

口縁部

口縁部

底部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

口縁部

完形

完形

完形

口縁部

口縁部

口縁部

底部

底部

底部

底部

口縁部

底部

底部

底部

蓋

注口部

蓋

口縁部

完形

口縁部

底部

底部

完形

口縁部

－６７－

口径 器高 底径

1２．８

１１．４ 6.2

1９．８

１１．２

2７．２

3９．２

1０．６

３１．０

1３．８ 6.0 6.6

1３．６ 6.5 7.2

1３．６ 6.2

1３．２ 5.8

1５．２ 1０．２

9.2

6.2

6.2

5.8

9.2

3.5

3.5

1０．０

蓋受け部径4.4

6.8

蓋受け部径８８

1６．６

１１．４ 8.8 6.8

2.6 5.0

3.8

蓋受
け：９

3.1

7.8 7.4

観察所見

逆Ｌ字状の口縁部、上面に２条の凹線、灰褐色の素地

の焼き締め陶器。横方向の耳に縦方向に穴が穿たれる。

逆Ｌ字状の口縁部、口唇部は幅が狭くなる。焼き締

め陶器、赤褐色の素地で自然紬による光沢をもつ。

横方向の耳に縦方向に穴が穿たれる。

焼き締め陶器。赤褐色の素地で底部立ち上がり部
分が面取される。

肩部に多条凹線が廻る。口唇部端を方形に成形。

赤褐色の素地の焼き締め陶器。

口縁部を逆Ｆ字に成形する摺り鉢。口縁下に段を持つ。

赤褐色の素地、焼き締め陶器。１０本の磨り目を持つ。

口縁部を逆Ｌ字に成形する口径の広い橘り鉢。肩

部に多条凹線が廻る。口唇部端を方形に成形。赤

褐色の素地の焼き締め陶器。１１本の磨り目を持つ。

口唇部は露胎。外面と、口縁部内面の一部に褐紬を

施紬。縦方向の耳が付される。

口縁部を除き褐色紬を施紬。内面はロクロ痕が残

り凹凸がある。

内外面とも灰褐色の紬を施紬｡両面に貫入あり｡底部･見込みは露

胎とする｡口縁部が僅かに外反するタイプで口唇は舌状となる。

内外面とも黄灰褐色の紬を施紬。底部・見込みは露胎

とする。口縁部が直口するタイプで口唇は丸みを持つ。

内外面とも淡灰緑色の紬を施紬腰部まで施紬｡底部･見込み

は露胎とする｡口縁部が直口するタイプで口唇は丸みを持つ。

内外面とも黒褐色の紬を施紬。内面の腰部が露胎するの

が確認されるが、外面は不明。口縁部を僅かに外反させ

るタイプで口唇は舌状となる。

白化粧の後透明紬を施紬。細かい貫入が認められ

る。見込みは蛇の目状に紬を剥ぎ取る。口縁部を

僅かに外反させるタイプで口唇はやや肥厚する。

白化粧の後透明紬を施紬｡口縁部を僅かに外反させるタイプ。

外而胴部に呉須による絵付けがある。口径の小さな小碗０

白化粧後､内面を透明紬､外面に黒褐色の紬を施紬。見込みが

蛇の目状に紬剥ぎされる。底部は畳付けのみ露胎となる資料。

内外面とも黄褐色の紬を施紬する灰紬碗｡胴上半を欠くため

全形は不明だが､腰部に白色の紬垂れがみられ､文様と思われる。

白化粧の後透明紬を施紬。見込みを蛇の目状に紬

剥ぎする底部資料。見込みはやや凹む。

内面は白化粧の後透明紬を、外而は褐紬を施紬。畳

付けの部分と、見込みを紬剥ぎする底部資料。

白化粧の後透明紬を施紬｡口縁部を僅かに外反させるタイプ。

外面胴部に呉須による絵付けがある｡口径の小さな小碗◎

内而は白化粧後透明紬を､外面には褐色の紬を厚く施紬｡見

込みは蛇の目状に紬剥ぎ､畳付けも紬を掻き取り露胎とする。

内外面とも白化粧後透明紬を施紬、見込みは蛇の目

状に紬剥ぎし露胎となる。体部が面取される器形。

白化粧後､内面を透明紬､外面に黒色の厚い紬を施紬｡見込み

が蛇の目状に紬剥ぎされる｡底部内､畳付けは露胎となる資料。

外面は白化粧後、線彫によって施文する。鋸歯状の

文様を鉄絵と呉須による加色。

外面は白化粧後注口端部を銅緑紬によって加色。

蓋上面に褐色紬を施紬、内面は露胎となる。

内外面とも褐色紬を施紬、口縁上端は露胎となる。

直口する器形で、口唇部が肥厚。

筒型の器形に高台が付く火入れ。外面腰部から内

面口縁直下に褐色紬を施紬。腰部には草文を線刻

施文する。

壷の口縁部から肩部にかけての資料で､口唇をやや肥厚さ

せる器形｡外面と口縁部下に褐色紬を施紬｡器内面は無紬。

張りがあり丸みのある体部に高台がつく油壷で、腰

部まで褐色紬が施紬される。器内面は無紬。

張りがあり丸みのある体部に高台がつく油壷で、腰

部まで厚い黒褐色紬が施紬される。器内面は無紬。

赤色の素地で、素焼きの製品。傘状の形で、掴みが

付されている。

赤色の素地で、素焼きの製品。口縁部から張りの

ある体部となる。口唇部が小さく肥厚する。
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第14表出土銭貨観

９）銭貨（第33図）

銭貨は総数16枚出土している。ｌは文字が摩滅し判読は困難だが、開元通賓と考えられる

本遺跡から得られた唯一の唐銭である。２．３は永楽通賓で寛永通賓とともに出土している

ことから近世になって流通していたものと考えられてる。４～６は判読不能。いずれも銭文

が読めないだけでなく径も小さく腐食が著しい。７～12は寛永通賓である。出土状況は２．

３が重なった状態で出土、９～１２も重なった状態で出土している。

－７１－

図
番
号

図
版
番
号

枝
番
号
次 グリッド 層位 遺構名 dot

遺物

ＮＣ
銭貨名

鋳造

時代
西暦

計測値（ｍｍｇ）

外径 内径
孔径

縦 横
銭厚 重量

備考

3３ ４４ １ ２ Ｄ－ｌ５ Ⅱ
シャコ

貝集中
9６６２ 1００５６ 開元通賓 南唐 9６０ 2２．３２ 18.38 7．０３ 7．２１ 1.43 2．３７

裏面は縁の凹凸

が摩滅。表面も

やや摩滅してお

り、文字が鮮明。

3３ ４４ ２ ２ Ｄ-14 1０１９３ 永楽通賓 明 1４０８ 26.04 ２１．１６ 5.33 5.23 １．７７ 3．７３
第33図３と一括
出土。

３３ 4４ ３ ２ Ｄ－ｌ４ 1０１９３ 永楽通賓 明 1４０８ ２５．５４ 22.53 5．３６ 5．１８ １．５６ 2.39
第33図２と一括
出土。

3３ ４４ ４ ２
Ｅ-１４

1５
Ⅱ SＤ－２ 8５８６ ８７５９ 不明 ２１．８５ 6．７８ 6．７７ １．４１ 2．０８

摩滅と錆のため

不鮮明。

3３ 4４ ５ ２ Ｄ－ｌ４ Ⅱ 9７１３ 不明 ２１．１２ 7．２６ 7．０５ 1.30 １．４６
歪む。摩滅と錆

びのため不鮮明。

3３ 4４ ６ ２ Ｄ-１５
シャコ

貝集中
9６９０ 1００８４ 不明 2０．９１ 6．７８ 6．１３ 1．７８ 1．７７

3３ 4４ ７ ２ Ｄ－ｌ４ Ⅱ 9４６８ 9８３９ 寛永通賓 江戸 １６３６ 2４．８２ 1９．５６ 5．０１ 5．２１ 1．６７ ４．０３ 摩滅 ◎

3３ 4４ ８ ２ Ｄ-14 Ⅱ 9５０３ 寛永通賓 江戸 1６３６ 2４．７１ １９．６０ 5.24 5．３１ １．４５ ４．２３

3３ ４４ ９ ２ Ｄ－ｌ４ Ⅱ 9４４１ 9７８８ 寛永通賓 江戸 １６３６ 22.46 18.52 5．５３ 5．６２ 1.16 2.28
第33図9～１２は

重なった状態で

一括出土。

３３ ４４ 1０ ２ Ｄ－ｌ４ Ⅱ 9４４１ 9７８８ 寛永通賓 江戸 1６３６ 2４．３２ １８．５８ 5.84 ５．９０ １．２３ 2．８７
第33図9～１２は

重なった状態で

一括出土。

３３ ４４ １１ ２ Ｄ－ｌ４ Ⅱ 9４４１ ９７８８ 寛永通賓 江戸 1６３６ ２４．９１ ２０．１９ 6．０７ 5．９８ 1．５０ 3．５４
第33図9～１２は

重なった状態で

一括出土。

3３ 4４ 1２ ２ Ｄ－ｌ４ Ⅱ 9４４１ 9７８８ 寛永通費 江戸 1６３６ 2３．０５ 1８．７３ 5．７９ 5．８９ 1．１４ 2．７２
第33図9～１２は

重なった状態で

一括出土。
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11）煙管（第34図２～４）

２は煙管の雁首で肩部から頚の部分へのカーブに丸みがあり、火皿部分が深く広い形にな

る。火皿の径が1.3ｃｍ、小口の径が0.8ｃｍとなる。緑色に錆びることから銅もしくは真諭等

の金属製品と考えられる。鍛造でのばした金属を繋いだ継ぎ目が横に目地として残る。３も

金属製の雁首で肩部から頚の部分へのカーブはやや直線的となり、火皿部分は欠損するため

不明。小口の径が0.8ｃｍとなる。製作方法は２と同様であるが、のばした金属を繋いだ継ぎ

目が上面に目地として残る。

４は陶製の雁首で小口の内縁は円形になるのに対して、外縁を八角形にして肩部全体が八

角形に面取されている。火皿部分が欠損しているため全体的な形は不明である。小口部分の

径は0.9ｃｍになる。

第15表円盤状製品・煙管観察表

鍾乙沙

。E三二三ヨー○底

第34図円盤状製品．煙管

Ｉ
１

０

。○
３

－
ｌ
－
ｌ
－

10）円盤状製品（第34図１）

１は荒焼の壷もしくは雲などの胴部を転用した円盤状製品である。直径が6.6ｃｍで重量は

79.559を計る。外面から内面に向け打ち割り、円形に成形する。

－７３－

２

１０cｍ

図

番号

図版

番号

枝

番号
次 グリッド 層位

遺構

名
dot
遺物

ＮＣ
材質 分類 計測値

3４ ４５ １ ２ 1－４２ Ⅱ ４０４ 沖縄産陶器 円盤状製品 長さ：6.6～6.3ｃｍ／厚さ：１．１ｃｍ／重量：79.559

3４ ４５ ２ ３ 1－４３ Ⅱ ２２９７ 金属製 雁首 長さ：6.3ｃｍ／火皿口径：1.3ｃｍ／小口径：0.8cｍ

3４ ４５ ３ ２ Ｅ-14 Ｉ ４０４ 金属製 雁首 長さ:(残)3.7ｃｍ／火皿口径:不明／小口径:0.8cｍ

3４ ４５ ４ ２ Ｅ－ｌ６ Ⅱ ４１６４ ４２６０ 陶製 雁首 長さ：(残)3.8ｃｍ／火皿口径:(推算)1.1ｃｍ／小口径:0.9cｍ



12）石器（第35図）

石器・石製品は砥石１点

である。その他にも不正形

な窪みを持った石があるが

作業面の敵打、摩滅などが

明確でないので報告を留保

した。第35図はＤ－ｌ５Ⅱ

層から出土した砥石である

（石質・玲岩)。

０１０ｃｍ
一一一一

13）金属製品

（第36図１～15）

鉄製品の中には明らかに

戦後に製作されたと考えら

れる遺物も多く含まれるが、

錆びや形状等からこれらを第35図石器
省き報告する。報告資料はいずれも角釘や模、棒状の鉄製品でここでは一括して鉄釘等とし

て報告する。１は長さが10.5ｃｍを計る資料で最も長い鉄釘である。皆折り釘で逆Ｌ字状に

頭部を折る。２は模状の製品で断面形は平たい。３～11は棒状の鉄製品で鉄釘等の破損品

と推量される。

銅製品は管と鏡状の製品が得られている。１２は善で、長さ１５ｃｍを計る。１３は善の破損品

と推測される棒状の銅製品である。１４は表面無文の鏡破片と考えられる資料である。１５は

円形の銅製品で鏡として報告するが腐食が著しく判然としない。

第16表金属製品観察表

図

番号

3６

3６

3６

3６

3６

3６

3６

3６

3６

3６

3６

3６

3６

３６

３６

図版

番号

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

４６

4６

4６

4６

4６

4６

枝

番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

1１

１２

１３

1４

1５

次 グリッド

２ Ｄ－ｌ３

３ J-38

２ Ｅ－ｌＯ

２ Ｇ-２６

２ Ｆ-２４

２ Ｇ-２５

２ Ｆ-24

３ J-３８

２ Ｇ-25

２ Ｇ-25

２ Ｆ-24

３ 1－４３

２ Ｄ－ｌ４

２ Ｄ－ｌ３

２ Ｅ－ｌ３

層位 遺構名 dot
遺物

ＮＣ
材質 分類 計測値

撹乱 9７２９ 鉄 釘 完形。10.5ｃｍ。

Ｉ 鉄 釘 完形。６ｃｍ。

Ⅱ 8４９６ 鉄 模？ 完形。4.7ｃｍ。

Ⅱ 8６２８ 8８３５ 鉄 釘 完形。3.6ｃｍ。

Ⅱ 撹乱 8９２７ 鉄 釘 頭部。残存4ｃｍ。

Ⅱ 8８６１ 鉄 釘 完形。4.9ｃｍ。

Ⅱ 撹乱 8９２７ 鉄 釘 完形。3.5ｃｍ。

表土層 鉄 釘 完形。6.7ｃｍ。

Ⅱ 8８６９ 9０９９ 鉄 釘 胴部。残存6.6ｃｍ。

Ⅱ 8８９５ 鉄 釘 完形。５ｃｍ。

Ⅱ 撹乱 8９２７ 鉄 釘 頭部。残存2.5ｃｍ。

Ⅱ ２１８２ 銅？ ジーファー 完形。１５ｃｍ。

畦 ９７４４ lＯｌ５３ 銅？ ジーファー 残存3.54ｃｍ。

Ⅱ ９７２２ 銅？ 鏡 重量24.079

Ｉ 8３ 銅？ 鏡？ 推算約6.0ｃｍ･重量17.549

14）骨製品（第36図16～17）

骨製品は前節で報告した縄文時代以外のものをここで扱った。いずれもウシもしくはウマ

の骨を利用したと考えられる製品で、１６は斜め方向に溝が刻まれるへラ状の製品で、１７はへ

うで、中央に３本鉄釘が穿たれている。前者はＤ－１４Ⅱ層出土。後者はＤ－１５撹乱層出土。

－７４－
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15）小結

グスク時代以降の遺物をまとめる。Ⅱ層（黒褐色土層）からはカムイヤキや白磁口禿碗な

どの'3世紀頃に遡るものから、スンカンマカイ等の戦前まで使用されていた多種の遺物が出

土する。また、その上層の撹乱層からは現代の空き缶などを含むことからⅡ層の年代を特定

すると近・現代以前グスク時代以降と理解できる。

主な出土遺物を時代毎に見ていくと、グスク時代に相当する遺物として青磁や青花がある。

これは中国で焼成されたもので、器種としては碗、皿を中心に出土し、盤や壷はほとんど見

られない。特筆されるものとしてタイ陶磁の鉄絵合子が出土した。村内の遺跡では今帰仁城

跡では比較的多く出土するものの、他の遺跡では今のところ例が少ない希有な例であると考

える。

次に近世期の遺物として清朝磁器や本土産の陶磁があげられる。沖縄産陶器もこの時期に

生産されたものと考えるが、編年観など未整備な点もあることから近世から近代のいずれか

の資料に分類されるかについては言及を避ける。中国磁器、本土産陶磁ともに碗皿が主体と

なっている。

最後に近代以降の遺物として本土産陶磁と沖縄産陶器があげられる。先に述べたように沖

縄産陶器の年代的な所見は控える。沖縄産陶器はバリエーションに富んだ資料が得られてい

る。具体的には碗・壷・鉢類・瓶・火入れなどがある。この他にも近代以降の資料について

は抜粋し紹介する程度であるため、報告未掲載の表品も少なくない。

陶磁器の他の遺物では銭貨、煙管、鉄釘、ジーファー（善)、骨製品（ヘラ）などグスク時

代以降の生活をうかがい知る多くの出土品を得ている。

調査地域となった第２次調査第１区の北側はウンナーヤーとして呼称される旧家があった

場所で、遺物や検出された遺構の一部はこれらの近世から近代の北側で生活した人々の痕跡

と考えることもできるが、これを積極的に証明できるだけの資料は乏しい。前回の調査同様

やはりグスク時代から近代の資料を層位や地区毎に区分できるように遺物を回収することは

困難であったが、本調査で得られた資料は古宇利島の歴史を知る考古資料群であり、今後詳

細な分析によって生活様相の復元に役立つものと考える。

－７６－
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以上、古宇利原Ａ遺跡の発掘調査の成果について報告した。最後に若干のまとめをして、

結びとしたい。

まず最初に、本調遺跡の年代観について考えてみたい。これまで行われた発掘調査では本

調査地点を含む古宇利原一帯は、先史時代の遺物を包蔵する黒色土層と、グスク時代から近．

現代の遺物を含む黒褐色土層の２つの層に分けられる。前者の黒色土層については先史時代

でも沖縄貝塚時代前期（縄文時代後期並行期）の資料を中心に出土している。具体的には、

土器型式として伊波式、荻堂式が多く出土し、これよりも古式の要素を持つ嘉徳ＩＡ式や仲

泊式、逆に新しい型式として知られる大山式や室川式土器などが若干得られている。このこ

とから縄文時代後期並行期を中心とした時期の遺跡であることが確認された。これは前回調

査（上原ほか'983）と同じ結果であり、前回調査を追認する結果となっている。但し、前回

調査では80％が室川式土器であった点からすると若干、古い遺物が多く得られていることと

なる。

黒褐色土居からは近世～現代の遺物を多く包蔵するとともに、グスク時代の遺物も少なく

ない。特に小片ながら、土器やカムィヤキ、白磁口禿碗などグスク時代でも13世紀を遡る古

手の遺物が散見されることから、１３世紀頃には既に古宇利原一帯へ人の居住があったことが

伺える。以後１４～16世紀の年代で整理できる青磁、白磁、青花、褐紬陶器などが出土してい

ることからグスク時代にも継続的に営みがあったことが想定される。『海東諸国紀』（１４７１

年）の「琉球国之図」では「郡島有人居」として記録されている。この記録に登場する人

がこれらの陶磁器を消費したと想定される。１７世紀以降の遺物も豊富で、中国清朝磁器の他、

肥前陶磁が出土している。

以上のことから、古宇利原一帯へ最初に人が定住するのは縄文時代後期並行期を中心とし

た時代で、その後縄文時代晩期並行期から１２世紀頃までに比定できる遺物は皆無といってい

いことを考えると、この間無人島となっていたか、もしくは島の別の地点へ住居を移したの

であろう。その後、１３世紀前後になって遺物が散見されるが、少量であることから当該地点

以外の近傍の場所で生活の痕跡がまとまってあることに期待したい。１４～１６世紀は、県内

の他のグスク期の遺跡と比しても遜色ない豊富な遺物を含んでいる。但し、青磁・白磁．青

花といった陶磁器が碗・皿を主体とし、これ以外の盤・壷・瓶といった器を含まない点は一

般村落の様相を示していると考える。それでもタイ産の陶器などが出土するなど単に一般村

落としてだけでない出土品も見られ興味深い。このような出土状況は、運天が重要港湾とし

て利用されていたことと無関係ではないと考える。

遺構としては縄文時代並行期では、先の調査のような明確な住居跡などを検出することが

できなかった。これは、遺跡の縁辺部であったというだけでなく、既に遺跡の大半が道路工

事や水道管の敷設などで破壊されていたことによるのは明らかである。グスク～近世琉球期

の遺構も明確に検出することはできなかった。いずれも近代の遺物も含むことから、その帰

属年代を確定的に説明できなかったというのが現状である。

遺物は、縄文時代並行期の出土品として石斧や敵石などが出土、骨製品や貝製品なども得

られている。特筆されるのは、前回の調査では出土しなかった貝珠が８点得られている点で

ある。貝製の玉は大変小さく今回の各作業員が現場で目視して回収することができたもので

ある。また、貝珠については木下尚子先生より詳細なコメントをいただき本報告を充実する

ことができた。
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グスク～近世琉球期の遺物では陶磁器がやはり特筆されるが、その他にも金属製品や銭貨、

骨製品など当時の生活をうかがい知る貴重な資料が得られている。

自然遺物については、残念ながら時間的な制約等から、報告を割愛せざるを得なかった。

本遺跡から得られた自然遺物は、グスク～近世琉球期の自然遺物を主体にTS-36のコンテナ

（プラスティックケース）で約lOOケースを数える。また、遺構として確認できたシャコガ

イ集中遺構や、マガキガイなどの貝廃棄遺構はこれまで報告した遺物を使用した人の生活行

動を知ることのできる良好な資料と考えられ、これを含めた自然遺物の整理や遺構の詳細に

ついては今後の課題としたい。

以上、発掘調査で確認された遺物を中心に古宇利原Ａ遺跡の生活や歴史的な変遷について

考えてきた。古宇利島の発掘調査によって古宇利島に生きた先史時代人の生活や、現古宇利

原に通じるグスク時代の生活痕跡を確かめられたことは大きな成果であると考える。今後は

古宇利島全域の遺跡について詳細を検討、発掘調査を進めるとともに、屋我地島や運天など

といった周辺地域との関係や、現古宇利原の集落景観の形成などといった重要な課題点につ

いての解明が期待される。本調査を含めた、古宇利の発掘調査によって島の歴史が解明され

るであろう。
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図版９

２次調査Ｉ区作業状況

図版1０

３次調査Ⅲ区作業状況
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現場説明会
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図版１２ＳＲ２下のピット

図版１３石列遺構（ＳＲ１）
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図版１４

二枚貝廃棄遺構(ＳＳ４）

図版１５

マガキガイ廃棄遺構(ＳＳ５）

図版１６

マガキガイ廃棄遺構(ＳＳ６）
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図版１７

マガキガイ廃棄(ＳＳ７）

図版１８

シヤコガイ集中遺構(ＳＳ８）

図版１９

シャコガイ集中遺構(ＳＳ８）

下層のマガキガイ
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図版２３

石器出土状況

図版２４

陶磁器出土状況

図版２５

銭貨出土状況
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